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5月12日は「民生委員・児童委員の日」です！

あなたの身近な相談相手あなたの身近な相談相手
民生委員・児童委員には法に基づく守秘義務があり
相談内容の秘密は守られます。ご存じですか？

民生委員・児童委員 主任児童委員

民生委員は、民生委員法に基づき、厚生労働大臣から委
嘱された非常勤・特別職の地方公務員です。任期は3年（再
任が可）で、給与の支給はなく、ボランティアとして活動し
ています。また、全ての民生委員は児童福祉法に基づいた
児童委員でもあります。自らも地域住民の一員として地域
を見守り、身近な相談相手・専門機関へのつなぎ役です。

主任児童委員は、子どもや子育てに関する
支援を専門に受け持つ民生委員・児童委員
です。担当区域を持たず、地区内の民生委
員・児童委員や、学校・保育所ほか専門機
関と連携しながら、子育て支援や児童健全
育成活動などに取り組んでいます。

問合せ
飯塚市民生委員児童委員協議会 事務局

（飯塚市役所 社会・障がい者福祉課内）
☎0948-22-5500（内線 1154）

民生委員・児童委員とは 主任児童委員とは

ひとり親家庭で生
活が苦しい。どこ
に相談したらいい
のかわからない。

引っ越したばかりで、地域の
ことがわからなくて不安。

子育ての悩みを聞
いてほしい。ママ
友や子育てサロン
を探している。

介護サービスの
種類や手続き、
施設のことなど
詳しく知りたい。

ひとり暮らしで、
これからの生活
や災害のときな
ど心配。

子どもの不登校や、
いじめで悩んでいる。
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生活の不安や心配
ご相談ください
「生活困窮者自立支援制度」がサポートします。

一緒に問題解決の方法を考えましょう。早目の相談が早期の自立につながります。

まずは、お電話ください。
あなたの不安、悩みを整
理しましょう。

ひとつずつ解決していくために、
一緒に計画を立てましょう。

今の生活を少しでも
良くしていきましょう。

相談の流れ

●お問合せ先　飯塚市役所本庁４階『生活自立支援相談室』

まずは、お電話ください！
面談のご予約をお願いします。

相談無料 秘密厳守

受付時間 月曜日 ~ 金曜日 8 時半 ~17 時 15 分
（祝日・年末年始を除く）
☎（0948）30-2610
FAX（0948）30-2611

LINE でご相談や面接の
受付ができます

生活自立支援相談室
ホームページ

収入より
支出が多く
借金や支払い
滞納がある。

家計の
立て直しを
したい。

家族が
引きこもって
いる。

病気があり
仕事や生活が
不安。

なかなか
仕事が見つ
からない。

家賃が払えず
家を出なけれ
ばならない。
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～令和 6年度から～『介護保険制度』が変わります
令和６年４月から実施

令和６年８月から実施

●お問合せ　介護保険課　給付係（☎内線 1133・1134）

一部の福祉用具が貸与（レンタル）と購入の選択制になります
▼令和６年４月利用分からの変更内容
　　下記の福祉用具について、今まで介護保険では貸与（レンタル）のみでの提供となっていま
　したが、必要に応じて購入もできるようになりました。
■対象となる福祉用具

■令和 6年 8月からの居住費の基準費用額（居住費の標準的な費用）　　　　　　　　（日額）

■令和 6年 8月からの所得が低い方の居住費の負担限度額　　　　　　　　　　　　（日額）

※1：「特養」は、特別養護老人ホーム・短期入所生活介護のことです。
※2：「特養以外」は、介護老人保健施設・介護医療院・短期入所療養介護のことです。

◇居住費の基準費用額
▼令和６年８月利用分からの変更内容
　　近年の光熱費の高騰や、在宅で生活している方との負担の均衡を図るため、介護保険施設【特
　別養護老人ホーム・介護老人保健施設、介護医療院へ入所する時やショートステイ（お泊りサー
　ビス）】などの居住費にかかる基準費用額が１日あたり６０円引上げられます。

◇介護保険負担限度額
※介護保険負担限度額認定とは
　　所得の少ない人が、介護保険施設などの施設利用が困難な場合、申請することで食費と居住
　費の補助を受けることができるものです。
▼令和６年８月利用分からの変更内容
　　補助を受けた際の居住費の負担限度額（自己負担額）についても、1日あたり６０円引上げ
　となります。ただし、利用者負担段階第 1 段階の多床室利用者の限度額は変わりません。

利用者
負担段階

第 1 段階　   
第 2 段階　   
第 3 段階①②

880 円
880 円

1,370 円

550 円
550 円

1,370 円

特養※1
380 円
480 円
880 円

特養以外※2
550 円
550 円

1,370 円

特養※1
0 円

430 円
430 円

特養以外※2
0 円

430 円
430 円

ユニット
型個室
2,066 円

ユニット型
個室的多床室

ユニット
型個室

ユニット型
個室的多床室

1,728 円

従来型個室

従来型個室

多床室

多床室

特養※1　
1,231 円

特養以外※2　
1,728 円

特養※1  
915 円

特養以外※2   
437 円

施設を利用している方の居住費の基準費用額等が変わります

固定用スロープ

歩行器

歩行補助つえ

※食費については変更なし

※食費については変更なし

主に敷居等の小さい段差の解消に使用し、頻繁な持ち運びを要しないものをいい、便
宜上設置や撤去、持ち運びができる可搬型のものは除く
脚部が全て杖先ゴム等の形状となる固定式又は交互式歩行器をいい、車輪・キャスター
が付いている歩行車は除く
カナディアン・クラッチ、ロフストランド・クラッチ、プラットホームクラッチ及び
多点杖に限る。松葉杖を除くもの
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～令和 6 年度から～『介護保険料』が変わります

●お問合せ　介護保険課　保険料係（☎内線 1135・1136）

65 歳以上の人の介護保険料は、収入や所得、住民税の課税状況に応じ、公平な保険料負担となるよう保険料率が設
定されています。特に、収入・所得の少ない人（第 1 段階・第 2 段階・第 3 段階）については、保険料負担を軽減するため、
公費による軽減も実施しています。
■65 歳以上の人の年間介護保険料額（所得段階別）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基準額：84,310 円

介護保険は、介護に必要な費用を公費と保険料の組み合わせによって、社会全体で負担し合うというしくみのもとで成り立っています。介護が必
要になったときに、誰でも安心して介護サービスを利用できる社会をつくるためには、介護保険は不可欠な制度です。みなさんが納める介護保険
料は介護保険制度の運営に必要不可欠な財源となりますので、納付にご理解・ご協力をお願いします。

【主な改正点】
    ① 基準額を 86,040 円から 84,310 円に引き下げ
    ② 段階区分を 20 段階から 17 段階に変更
    ③ 第 9 段階以降の段階の合計所得金額の範囲や保険料率を変更

令和 6 年度の介護保険料
は 7 月中旬頃に郵送にて
お知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　所得段階
●生活保護受給者　※1
●老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税の人
●本人および世帯全員が住民税非課税で、課税年金収入金額と合計所
　得金額の合計が80万円以下の人
本人および世帯全員が住民税非課税で、課税年金収入金額と合計所得
金額の合計が80万円を超え120万円以下の人　　　　　　　
本人および世帯全員が住民税非課税で、課税年金収入金額と合計所得
金額の合計が120万円を超える人　　　　　　　　　　　　
本人は住民税非課税であるが、世帯員の中に住民税課税がいる人で、
課税年金収入金額と合計所得金額の合計が80万円以下の人
本人は住民税非課税であるが、世帯員の中に住民税課税がいる人で、
課税年金収入金額と合計所得金額の合計が80万円を超える人
本人が住民税課税で、合計所得金額が120万円未満の人
本人が住民税課税で、合計所得金額が120万円以上210万円未満の人
本人が住民税課税で、合計所得金額が210万円以上320万円未満の人
本人が住民税課税で、合計所得金額が320万円以上420万円未満の人
本人が住民税課税で、合計所得金額が420万円以上520万円未満の人
本人が住民税課税で、合計所得金額が520万円以上620万円未満の人
本人が住民税課税で、合計所得金額が620万円以上720万円未満の人
本人が住民税課税で、合計所得金額が720万円以上750万円未満の人
本人が住民税課税で、合計所得金額が750万円以上800万円未満の人
本人が住民税課税で、合計所得金額が800万円以上850万円未満の人
本人が住民税課税で、合計所得金額が850万円以上900万円未満の人
本人が住民税課税で、合計所得金額が900万円以上の人

保険料率  

0.285
（0.455）

※2

0.485
（0.685）※3

0.685
（0.690）※4

0.90

1.00

1.20
1.30
1.50
1.70
1.90
2.10
2.30
2.40
2.70
2.90
3.10
3.30

年間保険料   

24,020 円
（38,360 円）

※2

40,890 円
（57,750 円）※3

57,750 円
（58,170 円）※4

75,870 円

84,310 円

101,170 円
109,600 円
126,460 円
143,320 円
160,180 円
177,050 円
193,910 円
202,340 円
227,630 円
244,490 円
261,360 円
278,220 円

段階区分

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階
第7段階
第8段階
第9段階
第10段階
第11段階
第12段階
第13段階
第14段階
第15段階
第16段階
第17段階

※1　 　：中国残留邦人等支援給付受給者を含みます。
※2 ～ 4：第 1 段階・第 2 段階・第 3 段階の保険料は公費の投入により保険料率および年間保険料額が軽減されています。
　　　　　カッコ内は公費投入が無かった場合の保険料率および年間保険料額です。
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地域包括支援センターだより
みんなで防ごう　高齢者虐待
住み慣れた地域で安心して生活できるよう、地域のあたたかい見守りや声かけで虐待を
防ぎましょう。

高齢者虐待
高齢者（65 歳以上）を世話する家族や親族、同居人等（※養護者）または養介護施設従
事者などによる高齢者虐待にはさまざまな行為があります。以下の５つに分けられます。

高齢者をねらった悪質商法等が多発しています。
高齢者は「お金」「健康」「孤独」の3つの大きな不安を持っているといわれています。悪質業者は言葉巧みにこれ
らの不安をあおり、親切にして信用させ、年金や貯蓄などの大切な財産を狙っています。高齢者本人は「自分は大
丈夫」という油断をせず、また周囲の人は「普段と変わりはないか」と見守りながら高齢者が困った時に相談しや
すい関係を構築しておくことが大切です。

　虐待をしてしまっている養護者には、「虐待をしている」という自覚がない場合が少なくありません。
責任感の強い方が頑張りすぎて終わりの見えない介護に追い詰められていることも多々あります。相
手のためを思ってやっていることが虐待につながっていることもあります。また、最近は高齢者の金
銭的虐待の相談が増えています。高齢者の年金や給付金が本人の為に使われず、「必要な介護サービ
スが受けられない」、「必要な物を購入できない」などの相談が寄せられています。
　誰もが尊厳をもちながら地域で安心して暮らせるよう、身近な高齢者や介護をしている家族に気を
配り、日頃から見守りや声かけをして、孤立させないよう地域全体で支えましょう。
　もしかしたら？と思ったら迷わず市役所や地域包括支援センターにご相談ください。
相談窓口　高齢者支援課（☎内線1141～1145）、各地区の地域包括支援センター

身体的虐待
暴力行為（たたく・殴る・ける）・無理やり食事を
口に入れる・外から鍵をかけ閉じ込める　など

経済的虐待
日常生活で必要な金銭を渡さない、預貯金や年
金を本人の合意なしに使用する　など

心理的虐待
威圧的な言動や態度で脅す、怒鳴る、無視をする、
嫌がらせをする、子ども扱いをする　など

性的虐待
本人を辱める性的な行為、わいせつな行為を強要
する、人前でオムツを交換する　など

介護や世話の放棄・放任（ネグレクト）
入浴させない、必要な医療や介護サービスを制
限する、劣悪な住環境で生活させる　など

飯塚市消費生活センター　
所在地：飯塚市吉原町 6-1 あいタウン 2階市民交流プラザ（☎0948-22-0857）

※「養護者」とは、「高齢者（65歳以上）を現に養護する者であって養介護施設従事者等以外の者」とされ、
　高齢者の世話をしている家族、親族、同居人等が該当します。
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　65歳以上で、飯塚市に住民登録がある方が対象の介護予防事業をご案内します（送迎はありません）。
　申込時期等、詳しくは教室開始日の前月号の「広報いいづか」をご覧ください。なお、５月開始の教
室では、すでに定員に空きがない場合もありますので、下記の連絡先までお問合せください。
※介護予防とは、特別なことをするのではなく、ちょっとした工夫を行うことで自分でできることの範囲
を広げ、『老化』のスピードを遅くすることで介護が必要な状態にならないようにすることをいいます。

　転倒骨折予防や筋力の維持・向上のため、椅子に
座ってのストレッチ運動や有酸素運動、筋力トレー
ニングを取り入れた運動教室です。

高齢者筋力アップ教室 ボールエクササイズ教室
　筋力、バランス能力の向上を目的として、直径
20 センチ程度のボールを使用した運動教室です。

●お問合せ　高齢者支援課　高齢者支援係
☎0948-22-5500（内線 1141）
すべての教室は、上記に申込が必要です。

　　　 会場 
飯塚東交流センター
イイヅカコミュニティセンター
頴田交流センター
幸袋交流センター
鯰田交流センター
菰田交流センター
飯塚片島交流センター
庄内交流センター
筑穂保健福祉総合センター
穂波交流センター
立岩交流センター

教室開始日
5/10金～
5/13月～
5/21火～
5/22水～
8/30金～
9/12木～

11/11月～
11/19火～
11/29金～
12/6金～

12/11水～

申込期間  

受付中
　

7/8月～
8/7水～

10/8火～

11/7木～

時間
14時～
14時～
14時～
10時～
14時～
14時～
14時～
14時～
14時～
14時～
14時～

　　　 会場 
鯰田交流センター
穂波福祉総合センター
※過去参加者対象
庄内交流センター
飯塚東交流センター
幸袋交流センター 

教室開始日
５/24金～
 
9/20金～

9/30月～
10/29火～

 1/9木～

時間
14時～

14時～

14時～
10時～
14時～

　　　 会場 
庄内交流センター
筑穂保健福祉総合センター
二瀬交流センター

教室開始日
5/2木～
9/3火～

12/11水～

時間
10時～
14時～
10時～

（強度：弱～中）　毎週　各 90分　全 12回

　転倒予防・下肢筋力維持の目的で、ストレッチや
筋力アップのエクササイズ、リズムに合わせ、座っ
て行う運動中心の教室です。

足元気運動教室

　　　 会場 
筑穂ふれあい交流センター
穂波交流センター
菰田交流センター
鎮西交流センター
立岩交流センター
頴田交流センター

教室開始日
5/14火～

 ５/15水～
 ５/27月～
 9/11水～
 10/3木～

 11/26火～

申込期間  

受付中　

8/7水～
9/10火～
10/8火～

申込期間  
受付中　
8/7水～

11/7木～

申込期間  
受付中　

8/7水～

9/10火～
12/10火～

時間
14時～
10時～
14時～
10時～
14時～
14時～

（強度：弱）　毎週　各 90分　全 12回

（強度：中）　毎週　各 90分　全 12回

脳元気教室
　音楽や体操を通して脳を刺激し、認知症を予防す
るための教室です。

毎週　各 90分　全 8回

　　　 会場 
飯塚片島交流センター
頴田交流センター
二瀬交流センター
幸袋交流センター
穂波福祉総合センター 

教室開始日
9/2月～

 9/18水～
 9/24火～

 10/11金～
12/16月～

時間
14時～
14時～
14時～
10時～
14時～

音楽サロン
　音楽活動を通して、「こころ」と「からだ」の健幸
づくりを目指し、楽しみながら介護予防に取り組む
教室です。

月 2～ 4回　各 90分　全 6回

申込期間  

8/7水～

9/10火～
11/7木～
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健幸づくり
け 　 ん 　 　 こ 　 う

健幸／個々人が健康かつ生きがいを持ち、安心して豊かな生活を営むこと。
　　　飯塚市は健幸都市をめざしています。

 健康相談
●と　き／ 5 月 15 日水・6 月 19 日水
　　　　　 13 時半～ 15 時　
●ところ／ 飯塚市役所 本庁 1 階多目的ホール
●内　容／ 血圧測定、血管年齢測定、保健師による健康相談

 和食文化講習会
～飯塚市食生活改善推進会協働事業～
ユネスコ無形文化遺産に登録された「和食」。
伝統的な日本の食文化にふれ、調理体験しませんか？

「かしわ飯」作り
●と　き／ 6 月 12 日水
　　　　　14 時～ 15 時半
●ところ／ 穂波交流センター
●参加費／ 300 円
●定　員／ 12 人
●持参品／ エプロン・三角巾・手ふき
●申込開始／ 5 月 22 日水から受付開始

 世界禁煙デー・禁煙週間
　5 月 31 日は「世界禁煙デー」、5 月 31 日から 6 月 6 日
は「禁煙週間」です。
　喫煙は、肺がんをはじめ、多くのがんの原因であり、さ
らに生活習慣病の危険因子となることがわかっており、受
動喫煙による非喫煙者の健康被害も問題となっています。
　この機会に、喫煙や受動喫煙による悪影響について、今
一度考えてみませんか。

 令和 6 年度調理師試験
●対象者／学校教育法第 57 条に規定する者で、調理師法
　　　　　施行規則第 4 条に規定する施設又は営業におい
　　　　　て 2 年以上調理の業務に従事したもの。
●と　き／ 10 月 26 日土 13 時半～ 15 時半
●ところ／西南学院大学 4 号館
●願書配布期間及び受付期間／ 5 月 7 日火～ 6 月 3 日月
●願書提出先・試験に関する問合せ／
　公益社団法人調理技術技能センター調理師試験担当
　（☎03-3667-1815 FAX:03-3667-1868）
●願書配布場所・その他問合せ／
　嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増進課
　（☎0948-21-4815）

 新型コロナウイルスワクチン接種について
令和 6 年度から定期接種となります。
●定期接種の時期／令和 6 年秋・冬
●対象者／65 歳以上の人
　　　　　60 歳以上 65 歳未満の者であって、心臓、腎
　　　　　臓もしくは呼吸器の機能障がい又はヒト免疫不
　　　　　全ウイルスによる免疫の機能障がいのある人
●接種回数・方法／毎年 1 回筋肉内注射
※任意接種をご希望の場合は、各医療機関にお尋ねくださ
い。

 うちごはん学べるーむ
 ～飯塚市食生活改善推進会協働事業～
料理を作るって大変⁉　外食ばっかりじゃ栄養も心配…。
なんてお悩みのみなさん、この教室で楽しく料理を学びま
せんか？
●対象者／ 学生及び 20 ～ 40 歳代の人
●と　き／ 6 月 26 日水、7 月 18 日木、
　　　　　 9 月 20 日金
　　　　　18 時半～ 20 時頃終了予定
●ところ／ 穂波交流センター
●内　容／ バランスのよい食事～ 1 人分レシピ～
　　　　　（毎回メニューは変わります）
●参加費／ 300 円　　
●定　員／ 各 6 人
●持参品／ エプロン・三角巾・手ふき
●申込期限／開催日の 1 週間前まで

 豆まめ料理教室
 ～飯塚市食生活改善推進会主催事業～
おいしい豆料理を食べて、豆の持つパワーや栄養素を取り
入れませんか。 
●と　き／ 6 月 21 日金
　　　　　10 時～ 13 時
●ところ／二瀬交流センター
●内　容／様々な豆を使った料理
●参加費／ 500 円　
●定　員／ 12 人
●持参品／エプロン・三角巾・手ふき
●申込期限／ 6 月 14 日金まで

※相談・教室等に参加される方は、マスク着用の上、お越しください。また、当日体調の悪い方は、参加を見合わせてください。

住所：忠隈 523 番地　電話：0948-96-8613　FAX：0948-25-8994
健幸保健課　健康づくり係

【申込み・問合せ先】
料理教室・健康相談　等

住所：忠隈 523 番地　電話：0948-96-8615　FAX：0948-25-8994
健幸保健課　感染症対策室
予防接種
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特定健診 飯塚市国民健康保険にご加入の
40歳～74歳の人が対象です

治療中の人や職場で健診を受けている人も対象です。特定健診を受けない場合は、
検査・健診結果の提供にご協力をお願いします (健幸保健課までご連絡ください )。

令和 6年 5月１日 (水 ) ～令和 7年 1月３１日 (金 )

約 10,000 円の健診が 500 円で受診できます！
さらに、以下の方は健診料金が無料になります。
●令和 5年度に特定健診を受診した方
●今年度中に 40歳・50歳・60歳になる方
●非課税世帯証明書を提出した方

■特定健診受診券（桃色）
※令和 6年 4月中に、対象者へ受診券をお送りしています。
■国民健康保険被保険者証
■健診料金
■前年度の健診結果（お持ちの方のみ）

個別健診　（がん検診の同時実施なし）
指定の医療機関（受診券同封のチラシ・市ホームページに掲
載しています）から選び、事前に医療機関にご相談のうえ受
診してください。
集団健診　（がん検診の同時実施あり）
集団健診日程表（受診券同封のチラシ・市ホームページに掲
載しています）からご希望の日を選び、電話・電子申請・
LINE「予約機能」のいずれかでお申し込みください。

受診期間

健診料金

必要なもの

受診方法

0948-22-5527
健診予約コールセンター

電話 電子申請 LINE

●健幸保健課　特定健診係　（予約先ではありませんのでご注意ください）
☎0948-24-4002　　　FAX：0948-25-8994
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「ロコモ」を予防しましょう コラム22
健幸都市

Health and Wellness
City IIZUKA

～ロコモティブ・シンドローム（運動器症候群）について～

「ロコモティブシンドローム（略称：ロコモ）」とは、骨、関節、筋肉など、運動器の衰えによって「立つ」「歩く」といっ
た機能が低下し、生活に支障が出る状態のことです。
ロコモが進行すると、将来介護が必要になるリスクが高くなります。

要支援・要介護になった原因
第1位「運動器の障がい」、2 位 認知症、3 位 脳血管疾患（脳卒中） 
※「運動器の障がい」に「骨折・転倒」「関節疾患」「脊髄損傷」
等も含んでいます

　健康寿命とは、「健康上の問題で日常生活が制限されることな
く生活できる期間」のことをさします。
　日本は長寿国として知られていますが、平均寿命と健康寿命の
間には男性で約 9 年、女性で約 12 年の差があります。この期
間は、健康上の問題で日常生活が制限されたり、介護を必要と
していることを意味します。
　健康寿命を延ばすためには、要支援・要介護になる前からの
ロコモ対策が大切です。

　加齢によって筋肉量は減少します。さらに、エネルギーが
不足すると、やせて筋肉が減ってしまいます。また、せっかく
運動をしても食事をきちんと摂らなければ、やせて筋肉が減っ
てしまうことになります。
　筋肉の量を増やし、筋力を高めるためには材料となるたん
ぱく質を摂ることが大切ですが、エネルギー源となる炭水化物
や脂質も必要です。
　また、骨を丈夫にするためにカルシウムだけでなく、たんぱ
く質、ビタミン D、ビタミン Kなどもしっかり摂取し、バラン
スのよい食事を心がけましょう。

たんぱく質 
筋肉や骨の大切な材料になります。肉、魚、大豆・大豆製品、卵、
牛乳・乳製品などに多く含まれます。

カルシウム 
骨の大切な材料になります。乳製品や魚、大豆製品、緑黄色
野菜や海草など組み合わせて摂取しましょう。

ビタミンＤ 
腸でのカルシウムの吸収を高める働きがあり、鮭などの魚やき
のこ類に多く含まれます。日光を浴びることで皮膚でもつくら
れますが、不足しないよう食事からも十分な量を摂取しましょ
う。

ビタミン K 
骨の形成や骨質の維持に働いており、納豆やキャベツ、ブロッ
コリーなどの緑色野菜に多く含まれます。

□片足で立ったまま靴下を履くことができない
□よく家の中でつまずいたり、滑ったりする
□手すりがないと階段を上れない
□15 分程度歩き続けることができない

□横断歩道を青信号で渡りきれない
□2 ㎏程度の荷物を持って歩くのがむずかしい
□布団の上げ下ろしなど力のいる家事がむずかしい

●「ロコモ」って？

●骨や筋肉の“素”は毎日の食事から

●健康寿命

●あなたは大丈夫？「７つのロコチェック」 出典：ロコモチャレンジ！推進協議会　ロコモパンフレット2020 年度版

1つでも当てはまれば、要注意！

出典：厚生労働省 2022 年国民生活基礎調査より改変

要支援・要介護となった原因

運動器の障がい
26％

認知症
17％

その他
28％

高齢による衰弱
13％

脳血管疾患（脳卒中）
16％
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みんなで一緒にからだを動かし、予防しましょう！ロコトレ教室

●ロコモを防ごう！ロコモ予防体操

1左右 1 分間ずつ。
21日３セット実施が目標。

1 椅子の真ん中辺りに座る。
　背中が後ろに倒れないよ
　うに気をつける。
2ひざをのばし、つま先を
　しっかりおこす。
34 秒かけて上げ、4 秒か
　けておろす。

※転ばないようにつかまるものがある場所で実施しましょう

●お問合せ　健幸保健課　健幸都市係（☎内線 ２１６７～２１６９）

ロコモ予防のための運動教室です。若いうちから実践すると予防効果も高くなります。
笑顔いっぱいの楽しい教室です。
対　象

内　容

参加料
申　込

その他

会場・日時等

40 歳以上の市民で医師から運動制限を
受けていない人
ストレッチ、筋力アップ体操、
膝、腰、肩痛予防体操など
無料
5 月９日（木）から。ご希望の会場、
時間（二瀬・菰田のみ）をお伝えください。
動きやすい服装、
室内用シューズ（筑穂、庄内、穂波、飯塚片島のみ）

全 12 回シリーズ

二瀬
交流センター

第5・6研修室

9：30～10：20

10：40～11：30

30人

（月）

10日、24日

8日、22日

26日

9日、30日

28日

11日、25日

9日、23日

大研修室

9：30～10：20

10：40～11：30

30人

（木）

6日、20日

4日、18日

1日、29日

5日、19日

3日

7日、21日

5日

大研修室

10：00～10：50

30人

（月）

3日、17日

1日、29日

5日、19日

2日

7日、21日

18日

2日、16日

大研修室

10：00～10：50

35人

（火）

4日、18日

2日、16日

6日、20日

3日、17日

15日、29日

5日、19日

第2・4研修室

10：00～10：50

35人

（火）

11日、25日

9日、23日

27日

10日、24日

8日、22日

12日、26日

10日

第2・3研修室

10：00～10：50

40人

（金）

7日

5日

2日、30日

6日

4日

1日、29日

6日、13日

10日、31日

多目的ホール

10：00～10：50

50人

（木）

13日、27日

11日、25日

8日、22日

26日

10日、24日、31日

14日、28日

第1・3会議室

13：30～14：20

30人

（木）

6日、27日

4日、18日

1日、29日

5日、19日

3日

7日、21日

5日

第2・3研修室

13：30～14：20

30人

（金）

7日、21日

5日、19日

2日、30日

6日、20日

4日、25日

15日、29日

大研修室

10：00～10：50

50人

（金）

14日、28日

12日、26日

9日、23日

13日、27日

11日、25日

8日、22日

多目的ホール

13：30～14：20

50人

（月）

3日、17日

8日、29日

19日、26日

2日

7日、21日

18日

9日、23日

大研修室

13：30～14：20

35人

（木）

20日

11日、25日

8日、22日

12日、26日

10日、24日

14日、28日

12日

A

B

定員

（曜日）

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

会場
菰田

交流センター
飯塚東

交流センター
鎮西

交流センター
幸袋

交流センター
立岩

交流センター
鯰田

交流センター
頴田

交流センター
庄内

交流センター

筑穂
保健福祉

総合センター

穂波
福祉総合
センター

飯塚片島
交流センター

片脚立ち 膝伸ばし
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飯塚市の財政状況 令和 6 年度 予算
●お問合せ　財政課（☎内線 1361 ～ 1364）

　令和6年3月19日に開催された市議会本会議で、令和6年度の当初予算が可決されました。
　令和6年度は一般会計で809億3,100万円（前年比△7.4%）となっています。また、特別会計においては、9つの特別会計
の合計で548億6,791万円（前年比 ＋1.1%）となっています。

歳入のうち、市税・地方交付税・国庫支出金を「3大財源」と呼び、本市の全収入の約6割はこの3大財源が占めています。

☆一般会計歳入歳出予算の特徴
【歳入】
　令和6年度の特徴としては、令和5年10月1日以降のふるさと応援寄附単価の値上げに伴うふるさと応援寄附金の減などに
よる寄附金の減（△49.8億円）、繰入金の減（△29.1億円）が挙げられます。
　一方で、個人市民税や固定資産税などの市税は増（＋1.7億円）、扶助費の増などによる国庫支出金は増（＋11.3億円）や、
普通建設事業費の増に伴う市債は増（＋6.3億円）となっております。
　自主財源及び依存財源の割合は、それぞれ41.6％（△5.9ポイント）、58.4％（＋5.9ポイント）となっており、依然として依
存財源の割合が高い状況が続いています。今後も個性ある独自事業や自主的な財政運営ができるよう、引き続き自主財源の
確保に努める必要があります。

【歳出】
　前年度と比較すると、総額で約65.0億円の減となっています。主な要因としては、ふるさと応援寄附事業費などの積立金
の減（△49.7億円）や、返礼品費などの補助費等の減（△32.3億円）などが挙げられます。

※自主財源と依存財源
　自主財源は、税金のように市が自分で集めるもので、依存財源は補助金のように国や県などからもらうものです。
　依存財源の割合が高いと、国や県の動向で歳入が大きく増減するため、財政運営が不安定となります。
※消費的経費と投資的経費
　消費的経費は扶助費など後年度に形を残さない経費で、投資的経費は道路の建設事業費など後年度に形を残す経費のことです。

3 大財源の推移

歳入 歳出（性質別）809 億 3,100 万円（△64 億 9,700 万円）
（一般会計予算内訳）
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飯塚市の財政状況 令和 6 年度 予算

予算編成方針について
　令和6年度は、これまで取り組んできま
した市政発展の流れを止めることなく、引
き続き「前進」させるため、「未来を担う子
どもを育む教育のまち」、「高齢者が安心し
て暮らせる福祉のまち」、「地元に働く場所
がある活力あるまち」、「文化やスポーツが
盛んな健康なまち」を4つの柱としたまち
づくりの取組を加速させ、飯塚市の価値を
さらに高め、魅力ある元気なまちの実現に
向けた予算編成に取り組みました。

目的別歳出　～市民一人あたりの負担額は？～
　予算がどの分野にどのくらいの比重で支出されているか分類したものを

「目的別歳出」といいます。一般会計の歳出予算額を市民一人あたりに換算
すると65万420円となり、目的別に分類すると下記のとおりです。
　民生費は全体の約4割を占めており、障がい者などの社会福祉の充実に伴
い、今後ますます膨らんでいくことが予想されます。

（令和6年3月31日　飯塚市の人口：124,429人）　　　

令和6年度のおもな事業
人権・市民参画
〇人権教育・啓発基本指針推進事業
〇まちづくり協議会活動推進事業
〇家事・育児シェア促進事業
行政経営
〇デジタル化推進事業
〇公共施設等総合管理計画策定事業
〇シティプロモーション推進事業
健幸・子育て
〇第2子以降保育料等無償化事業
〇飯塚市立病院小児科休日・夜間診療事業
〇私立保育所整備補助事業
〇児童虐待防止対策事業
〇グラウンドゴルフ場整備事業
〇ファミリーサポートセンター事業
地域経済
〇オートレース場メインスタンド整備事業
〇飯塚あかね・栗尾工業団地造成事業
〇地域雇用活性化推進事業
〇地元ブランド化推進事業
教育・文化
〇コミュニティセンター改修事業
〇全国大会等出場報奨事業
〇小中学校運営管理事業
〇小学校学級編成事業
都市基盤・生活基盤
〇飯塚駅周辺整備事業
〇市民公園運動広場施設整備事業
〇浸水対策事業
自然環境
〇有害鳥獣駆除対策事業

区分

国民健康
保険

介護保険

後期高齢者
医療

小型自動車
競走事業

農業集落
排水事業

地方卸売
市場事業

駐車場事業

工業用地
造成事業

汚水処理
事業

計

令和6年度

132億9,705万円

156億9,914万円

23億1,013万円

226億7,264万円

2,834万円

1億8,992万円

3,459万円

6億   848万円

2,762万円

548億6,791万円

うち一般会計繰入金

14億   450万円

24億6,402万円

6億7,329万円

－

2,352万円

9,815万円

1,586万円

3億5,767万円

973万円

50億4,674万円

うち一般会計繰入金

14億   226万円

24億8,553万円

6億3,046万円

－

2,268万円

1億1,703万円

2,528万円

－

294万円

46億8,618万円

令和5年度

132億8,180万円

155億5,284万円

21億3,987万円

228億円

2,755万円

2億1,794万円

3,890万円

2億1,240万円

2,513万円

542億9,643万円

0.1%

0.9%

8.0%

△ 0.6%

2.9%

△ 12.9%

△ 11.1%

186.5%

9.9%

1.1%

増減率

令和 6 年度　特別会計歳入歳出予算

���� ɢό
Ტ����ᲟᲣ

ᲢɢόᲣ
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飯塚市の財政状況 令和 6 年度 予算

○積立基金残高（貯金）
市民一人あたり　16.3万円
　基金は、年度間の財源調整、予期しない収入減少や急な支出増加への対応のため、あるいは、特定の目的（事業）に活用するために積み立てた
資金です。
　令和6年度は、穂波庁舎改修事業やコミュニティセンター改修事業などの施設整備にかかる経費や、第2子以降保育料無償化事業やふるさと応
援寄附事業の経費などに充てるため、104.2億円の基金を取り崩す予定としています。

○市債残高（借金）
市民一人あたり　53.5万円
　市債は、市が行う事業に充てる長期の借金です。本市では、償還額の全額が地方交付税として交付される「臨時財政対策債」や、70％が交付
される「合併特例事業債」など交付税算入率の高い市債を中心に活用しており、令和6年度は、コミュニティセンター改修事業などの大型事業に市
債を活用する予定としています。
　普通会計の市債残高は、令和6年度末で665.5億円の見込みとなっており、令和6年度はグラウンドゴルフ整備事業や文化会館改修事業が完了し
たことや、臨時財政対策債の借入見込額が減少したことから、前年度と比べ残高が減少しています。そのうち地方交付税として交付される見込み
の508.0億円を除いた157.5億円が本市の実質的な負担見込みであり、市債残高の23.7％となっています。

いいづか家の家計簿（令和 4 年度～令和 6 年度の３年間予算）
　市の予算は、規模が大きくてなかなか実感しにくいと思います。そこで、仕組みは違いますが、少しでも身近に感じてもら
えるように、令和6年度一般会計予算額を年間収入400万円台の家計に例えて、令和4年度～令和6年度の３か年の家計簿を
作成しました。
　収入総額は、臨時手当や預金の取崩しが減ったことにより、前年度より32万円減っています。支出では、食費や医療費、
借金の返済といった必ず支払わなければならない費用が約6割あり、経費を切り詰めるなどの努力をしていますが、収入が前
年度を大きく下回った影響から家族への仕送りや預金が前年度より減ったため、支出総額が減りました。
　今後も引き続きムダをなくすとともに、毎年同じように臨時手当があるとは限りませんので、少しでも多くの収入を確保す
る努力を継続しなければなりません。

積立基金残高（貯金）と市債残高（借金）・公債費（借金の返済額）の推移

※普通会計（一般会計、汚水処
理事業特別会計）の合計額を表
示しています。
　R2年度～Ｒ4年度は決算額、
R5年度～R6年度は見込額です。
また、市債では地方交付税に算
入されるものがあり、R5年度及
び R6年度については、Ｒ4年度と
同じ算入割合で見込み計算して
います。
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監 
査 

公 

表

監 
査 

公 

表

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
実
施
し
た
令
和
５
年
度
の

定
期
監
査
等
の
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。
　

飯
塚
市
監
査
委
員
　
篠
﨑
　
充
俊

飯
塚
市
監
査
委
員
　
瀬
戸
　
元
　

監
査
の
対
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
定
期
監
査
】

[

行
政
経
営
部]

　

総
合
政
策
課
、
財
政
課
、
財
産
活
用
課
、

税
務
課
、
業
務
改
善
・Ｄ
Ｘ
推
進
課

[

都
市
建
設
部]

　

住
宅
課
、
建
設
政
策
課
、
土
木
管
理
課
、

土
木
建
設
課
、
建
築
課
、
都
市
計
画
課
、

農
業
土
木
課

【
財
政
援
助
団
体
等
に
対
す
る
監
査
】

[

財
政
援
助
団
体]

〇
飯
塚
市
商
工
会

〇
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

[

指
定
管
理
者]

〇
飯
塚
市
新
産
業
創
出
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
株
）
福
岡
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー

〇
飯
塚
市
穂
波
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　（
株
）
ト
キ
ワ
ビ
ル
商
会

〇
飯
塚
市
庄
内
生
活
体
験
学
校

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
体
験
教
育
研
究
会
ド
ン
グ
リ

【
工
事
監
査
】

〇
上
水
道
課

　
太
郎
丸
浄
水
場
粒
状
活
性
炭
設
備
新
設
等

　
工
事

監
査
の
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
令
和
５
年
度
の
監
査
に
つ
い
て
は
、
市
の

財
政
に
関
す
る
事
務
の
執
行
、
市
の
経
営
に

係
る
事
業
の
管
理
お
よ
び
工
事
の
執
行
な
ど

が
、
法
令
等
に
準
拠
し
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
、
ま
た
、
住
民
の
福
祉
を
増
進
し
、
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
効

率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
着
眼
点
と

し
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
定
期
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

一
部
の
事
務
処
理
に
お
い
て
飯
塚
市
事
務
決

裁
規
程
な
ど
に
違
反
す
る
不
適
切
な
事
務
処

理
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
文
書
に
よ

る
指
摘
を
行
い
、
事
務
執
行
の
適
正
化
を
求

め
ま
し
た
。

　
特
に
、
都
市
建
設
部
農
業
土
木
課
に
お
い

て
は
、
以
前
よ
り
是
正
を
求
め
て
い
た
債
権

管
理
に
お
い
て
改
善
が
図
ら
れ
て
お
ら
ず
、

極
め
て
不
適
切
な
事
務
処
理
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
の
で
、
強
く
是
正
を
求
め
ま
し
た
。

（「
監
査
委
員
指
摘
事
項
」
参
照
）

　
　

　
財
政
援
助
団
体
お
よ
び
指
定
管
理
者
に
対

す
る
監
査
で
は
、
一
部
の
事
務
に
お
い
て
是

正
、
改
善
を
要
す
る
事
項
が
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
速
や
か
に
措
置
を
講
じ
る
よ
う

対
象
団
体
お
よ
び
主
管
課
へ
指
摘
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
工
事
監
査
に
つ
い
て
は
、
工
事
が

法
令
等
に
準
拠
し
適
切
か
つ
効
率
的
、
経
済

的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
主
眼
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
事
業
計
画
、
設
計
、
施
工
の

各
段
階
お
よ
び
成
果
は
、
お
お
む
ね
良
好
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
指
摘
事
項
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
定
外
公
共
物
占
用
料
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
債
権
管
理
に
つ
い
て

　
農
業
土
木
課
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
極

め
て
不
適
切
な
事
務
処
理
が
確
認
さ
れ
た
。

①
債
権
管
理
台
帳
の
「
債
権
徴
収
に
係
る
履

歴
（
債
務
者
ご
と
の
追
跡
調
査
記
録
）」
に
つ

い
て
、
不
納
欠
損
処
理
が
必
要
な
者
以
外
の

更
新
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
令
和
４
年
度
以
降

は
新
規
債
務
者
の
追
加
が
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。②
実
際
に
は
行
っ
て
い
な
い
催
告
書
の
発

送
に
つ
い
て
追
跡
調
査
記
録
に
記
載
し
、
時

効（
５
年
）と
し
て
不
納
欠
損
を
行
っ
て
い
た
。

③
令
和
４
年
度
末
に
不
納
欠
損
処
理
を
し
た

際
に
、
対
象
者
の
漏
れ
が
あ
っ
た
。④
申
請
書

を
提
出
し
て
い
な
い
更
新
対
象
者
に
対
し
、

更
新
す
べ
き
か
ど
う
か
の
確
認
を
し
な
い
ま

ま
占
用
許
可
を
行
い
、
占
用
料
を
課
し
て
い

る
。⑤
占
用
料
を
納
め
て
い
な
い
占
用
者
に
対

し
、
占
用
許
可
取
消
し
等
の
処
分
に
つ
い
て

の
協
議
を
行
っ
て
い
な
い
。⑥
令
和
５
年
度
の

督
促
状
を
発
し
て
い
な
い
。⑦
平
成
31
年
３
月

以
降
催
告
書
を
発
し
て
い
な
い
。⑧
電
話
、
訪

問
等
の
債
権
回
収
の
交
渉
を
全
く
行
っ
て
い

な
い
。⑨
令
和
５
年
度
法
定
外
公
共
物（
農
業
・

林
業
用
）
占
用
料
納
付
書
の
発
送
に
つ
い
て
、

決
裁
を
受
け
ず
に
送
付
し
て
い
た
。⑩
令
和
５

年
度
法
定
外
公
共
物
（
農
業
・
林
業
用
）
占

用
料
納
付
書
の
納
期
限
（
更
新
の
場
合
は
条

例
で
５
月
31
日
）、
及
び
令
和
５
年
度
滞
納
繰

越
調
定
書
（
令
和
３
年
度
以
前
滞
納
分
）
の

調
定
日
を
誤
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
実
以
外
に
も
不
適
切
ま
た
は

そ
の
よ
う
に
疑
わ
れ
る
事
務
処
理
が
見
受
け

ら
れ
、
法
定
外
公
共
物
占
用
料
の
債
権
管
理

に
つ
い
て
は
問
題
が
山
積
し
て
い
る
現
状
に

あ
り
、
管
理
監
督
者
の
責
任
は
非
常
に
重
い

も
の
が
あ
る
。

　
管
理
監
督
者
は
職
責
を
十
分
に
自
覚
し
、

事
務
の
確
認
体
制
の
徹
底
を
図
る
な
ど
、
組

織
と
し
て
適
切
な
事
務
処
理
が
行
わ
れ
る
よ

う
早
急
に
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

定
期
監
査
等
の
結
果
公
表
に
つ
い
て

詳
細
は

市
Ｈ
Ｐ
を

ご
確
認

く
だ
さ
い
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自分の身は自分で守る準備を！防災特集
第1弾

　災害から命を守るために、「いつ」、「何を」、「どのような」行動をとるべきかを判断するためには、気象情報や避
難情報などがどのような状況なのかを把握する必要があります。
また、正しい判断をするためには、普段から災害から身を守る行動を考えておくことが大切です。

　本市では複数の手段を用いて皆様に情報をお伝えしますが、災害時は情報を待つだけでは間に合いません。
自ら積極的に情報を収集することを心がけましょう。

災害に備えた情報収集の方法
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避難指示などが発令されたとき、「自分は大丈夫」と思ったことはありませんか？
災害と向き合う中で、このような考え方が最も危険です。
今まで経験したことがない状況に直面した時に、約８割の人が、身体が固まってしまい、すぐに行動を起こせないと
いわれています。
そのような状況になったとき、すぐに行動するための準備の一つが、災害時の行動計画（マイ・タイムライン）を作
成しておくことです。
災害時などにすぐに行動できるように、日頃から「いつ」、「何を」、「どのように」するべきか整理しておきましょう。

上記４つのステップをまとめた「いいづ
かマイ・タイムライン」を本市のホーム
ページに掲載しております。家庭でのマ
イ・タイムライン作成や地域の防災活動
などにご活用ください。

～家族で防災会議～
家族での防災会議は、すぐできる防災活動です。いざとい
う時に、それぞれがどうすればいいか、普段から確かめて
おきましょう。

～備蓄品の準備～
大規模な災害が発生すると、水や電気などのライフラインは停止し、流
通機能もマヒします。このような事態を想定し、
3日間分以上の食糧や水、生活用品などを備えておきましょう。

(例 )
□家の安全性（耐震性・浸水リスク）は？
□家の中でどこが一番安全？
　どこが危険な場所？
□避難場所（安全な場所）や、
　そこまで行く安全な道は？　　
□持出品の準備は？どこに置いてある？
□家族がバラバラになった時の連絡手段や
　待ち合わせ場所は？

災害時の行動計画（マイ・タイムライン）を作ろう♪

日頃から災害時の備え（準備）をしましょう！

ダウンロードはこちらから♪

集合場所は？

通学路は
安全？

期限は
切れてない？

お問合せ　防災安全課　（☎内線 1333-1335）

※避難所に関する詳細な情報は、市ホームページに掲載しています。

避難所一覧
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　赤ちゃんの病気に対する抵抗力（免疫）は生後 12 か月までには自然に失わ
れます。この時期を過ぎると、赤ちゃん自身で免疫をつくって病気を予防する
必要があります。
　その助けとなるのが予防接種です！
　予防接種法に基づく「定期接種」は、ワクチンの接種年齢・期間・回数が決まっ
ています。接種方法や接種が可能な病院などは飯塚市ホームページでご確認く
ださい。

　風しんは、急性の発疹性感染症で強い感染力があります。症状は、無症状なものから重篤な
ものまで幅広く、特に成人で発症した場合は高熱や発疹が長く続くなど、小児より重症化するこ
とがあります。また、妊婦が風しんウイルスに感染すると、先天性風しん症候群の子どもが生ま
れてくる可能性が高くなります。
　下記の対象者には費用の助成があります。感染拡大の防止にご協力をお願いします。
●風しん第５期定期予防接種 助成
　対象：昭和37 年4 月2日から昭和54 年4 月1日の間に生まれた男性
　　風しんクーポン券を提示することで、風しん抗体検査（無料）を受けることができます。
　　抗体検査の結果十分な量の抗体がない方は、予防接種（無料）の対象となります。
　※対象者にはクーポン券を令和4年4月に送付しています。有効期限は2023（R5）年3月と
　　なっていますが、2025（R7）年3月末までそのまま使用できます。
　※クーポン券の再発行については下記までご連絡ください。
●風しん予防接種（任意接種）助成
　対象：風しん抗体検査の結果、抗体価が低い下記の①または②に該当する方
　　　　（過去に風しんにかかったことがある人を除く）
　　　　①妊娠希望者（妊婦は除く）
　　　　②（妊娠希望者及び妊婦の）配偶者（パートナー含む）・同居家族
　　　　※②の対象者は、妊娠希望者及び妊婦の抗体価が低い場合に限ります。

子どもの定期予防接種

以下の方が予防接種を受ける場合は事前申請が必要です（決定まで 2 週間程度かかります）

●お問合せ　健幸保健課　感染症対策室　☎0948-96-8615　FAX：0948-25-8994
ちょっと役立つお知らせ : このページを抜き取ると子育てに関する情報を持ち歩きできるようになりました

風しん予防対策を継続実施中

福岡県外で
接種を
希望の方

長期療養により
定期予防接種の
機会を逃した方

骨髄移植や化学療法等
により定期予防接種の
免疫を失った方

詳細は
HP へ

接種方法と
医療機関一覧
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扶
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第２子以降の保育料が無償になります！
無償化の概要

飯塚市では令和6年4月から、多子世帯の子育てを支援するため第 2 子以降の保育料を無償化します。

※お子さんと保護者が飯塚市に住んでいる場合が対象です。
※詳しくは、飯塚市のホームページをご覧ください。

●お問合せ　保育課 保育給付係
　　　　　　☎ 0948-22-5548（直通）

きょうだいの年齢にかかわらず 、生計を同一にしている子どものうち 最年長者を第１子、その下の子を第２子とカウントします 。

対象施設・利用形態
・認可保育所
・認定こども園（保育部）
・家庭的保育事業
・小規模保育事業
・事業所内保育事業

・認可外保育施設
・企業主導型保育施設
・ファミリーサポートセンター

・幼稚園
・認定こども園
　（幼稚園部）　

無償化の内容

第２子以降の子どもが、認可保育施設を利用
する場合の保育料が無償化されます。

第２子以降の子どもが、
認可外保育施設等を利用する場合の
保育料が無償化されます。

【月額上限額】
・認可外保育施設、
　一時預かり（一般型）    ： 42,000円
・企業主導型（０歳児）    ：37,100円
・企業主導型（１,２歳児）：37,000円

第２子以降の子どもが、
幼稚園等の満３歳児クラスで預かり保育を
利用する場合の保育料が無償化されます。

【月額上限額】 16,300円

手続き

原則、手続きは不要です。

保育の必要性の認定と、保育料の
償還払について申請が必要です。
市内の施設に通うお子さんについては、
施設を通じてご案内します。
市外の施設に通うお子さんについては、
保育課まで直接お問合せください。
※詳細は、市のホームページをご覧ください。

認
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可
外
保
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設
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幼
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園
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消費生活トラブル注意報
～こんな相談ありました～

ファン心理につけこむ、SNSを悪用したチケット取引に注意！

コンサートのチケットを譲ってほしいと SNS で呼びか
けたところ、定価で譲ってもよいとメッセージが届いた。
あらかじめ相手の個人情報の画像を送ってもらい、確認
したうえでコード決済サービスを利用してチケット代を
送金した。しかし、送金した後から SNS のアカウント
がブロックされ、教えてもらった電話番号は使われてお
らず、連絡が取れなくなった。

コード決済サービスやプリペイドカードで代金を支払っ
た直後に、取引相手と連絡が取れなくなったとの相談が
増加しています。匿名性の高い SNS での個人間取引に
はリスクが伴います。少しでも不審に感じた場合は取引
を控えましょう。

不正に入手した個人情報や盗用したチケットの画像を利用して、購入者を信頼
させる悪質な手口が報告されています。
先払いで支払方法を限定される、直接取引に応じてくれない、入金を急かされ
る場合は特に注意が必要です。
チケットを売買するときは、許可を得た正規（公式）のリセールサイトを利用
しましょう。また、チケットの中には、券面に記載された氏名以外の人は入場
できないものもあります。チケットの転売が禁止されてないかを事前に確認し
ましょう。
お金をだまし取ることが目的であると疑われた場合は、取引画面のスクリーン
ショットや送金の控えなどの証拠を残し、すぐに警察に相談しましょう。

筑豊消費者の会　会員募集中
消費者の会では、食の安全・エコライフ・悪
質商法への対処など、身近な問題についての
学習や啓発活動を行っています。
詳しくは消費生活センターにお尋ねください。

相談事例

アドバイス

相談先　飯塚市消費生活センター
（あいタウン 2 階 市民交流プラザ内）
〒820-0040 飯塚市吉原町 6 番 1 号

☎0948-22-0857
20IIZUKA 2024.5 No.218
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人権三法をご存じですか？

新 作 D V D の 紹 介

「障害者差別解消法」 「ヘイトスピーチ解消法」 「部落差別解消推進法」

５月１日から５月７日は憲法週間です。

2016（平成 28）年に差別の解消を目指し、下記の人権に関する三つの法律が施行されました。

人権いいづかぬくもりNo.109

　毎年、5 月 3 日の憲法記念日を含む 5 月 1 日から 7 日までを「憲法週間」とし、人権に関する正
しい理解と認識を深めることを目的として日本国憲法が保障する基本的人権思想の普及・啓発を行っ
ています。
憲法週間を機会に「基本的人権」の大切さについて考えてみましょう。

　障がいのある人もない
人も、互いにその人らし
さを認め合いながら、と
もに生きることのできる
社会づくりを目的として
います。障がいがあるこ
とを理由とした不当な差
別を禁止し、合理的な配
慮を求めています。

特定の民族や国籍の人々
を排斥し、不安や差別意
識をあおる差別的言動（ヘ
イトスピーチ）をなくす
ことで、民族や国籍など
の違いを豊かさとして認
め合い、互いに人権を尊
重しあう社会を築くこと
をめざしています。

現在もなお部落差別が存在する
とともに、情報化に伴ってイン
ターネット上への差別的書き込
みなど、部落差別に関する状況
が変化していることを踏まえ、
部落差別は決して許されないも
のであるとの認識のもとに、部
落差別のない社会の実現をめざ
しています。

●『言葉があるから…』（31 分） 無自覚の差別「マイクロアグレッション」について
●『職場 声に出せないハラスメント』（25 分） 性の多様性について
●『STOP！DV』（29 分） DV 被害者にならないために 
●『靴下の穴から未来が見えた』上巻 （27 分）下巻（30 分）部落差別問題について    
　※上記ＤＶＤの貸出やプロジェクター等の貸出を行っていますので、お気軽にご利用ください
●申込み：人権・同和政策課（立岩人権啓発センター内）　
　TEL0948-26-1178　FAX0948-23-7048

偏見や差別は許されません。困り事があれば相談を！人権相談事業

みんなの人権 110 番：0570-003-110
子どもの人権 110 番：0120-007-110
女性の人権ホットライン：0570-070-810

インターネットでも相談を受け付けています。
詳細はホームページからご覧いただけます。

本庁４階　人権・同和政策課

筑穂人権啓発センター

穂波人権啓発センター

庄内交流センター 別館

頴田交流センター

8 時半～17 時 15 分

10 時～12 時

14 時～16 時

10 時～12 時

14 時～16 時

「人権相談」窓口
平日

毎月第 1・3 木曜日

毎月第 2・4 月曜日

部落差別問題をはじめとする
さまざまな人権問題に関する相談をお受けします。

（相談無料・秘密厳守・出張可能）
【人権相談員などによる「人権相談」】
【弁護士による「法律相談」】
◆申込み：人権・同和政策課（0948-43-4764）
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外国人材受入環境整備事業費補助金のご案内
外国人材の就業・生活環境の改善及び多文化共生の推進に係る取組を行う
事業者に最大30万円（補助率 2/3）を補助します。
※市内の監理団体等を利用している場合。市外の場合は最大 15 万円（補助率 2/3）となります。

外国人材のために
母国語の作業マニュアル
を作成したい！

対象者

対象事業

補助金の概要

外国人材の
暮らしの質を上げる
取組をしたい！

飯塚市内に在住する外国人材を雇用している市内事業者
　　　　　　　　　　　　　①技能実習　②特定技能　③技術・人文知識・国際業務
※当該年度内に外国人材を雇用する具体的な予定がある事業者も対象者となります。

①就業環境整備事業（例）母国語のマニュアル作成、資格取得等
外国人材の就業環境を改善するための取組

②生活環境整備事業（例）寝具改善、冷暖房設置、リフォーム等
外国人材の生活の本拠の環境を改善するための取組

③地域社会共生事業（例）地域イベント参加、歴史資料館訪問、旧伊藤伝右衛門邸訪問等
文化・伝統行事の体験や地域住民との交流を行う等、共生社会を推進するための取組

補助対象経費

補助限度額

補助率

市内事業者における外国人材の就業・生活環境の改善及び共生社会の推進のための取組に
係る経費（謝金、旅費、使用料及び賃借料、委託料、需用費、備品購入費、研修費等）

市内監理団体等を利用している場合　最大 30 万円／事業者
市外監理団体等を利用している場合　最大 15 万円／事業者
2/3

飯塚市経済部国際政策課　国際経済推進係
〒820-8501　飯塚市新立岩 5 番 5 号　叞kokusai@city.iizuka.lg.jp
(TEL) 0948-22-5521　(FAX) 0948-29-5440

お問合せ
詳細は HP を

ご参照ください。
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令和 6 年度
海外展開支援事業費補助金
飯塚市

市内中小企業者の海外展開を促進するために、自社独自の活動 (※1) または公
的支援機関等を活用した活動に要する費用の一部又は全部を補助します！

※1　民間の支援機関の活用を含む

※国、都道府県その他の公的機関から補助金の交付があった場合は、その補助金分を控除して算出します

※審査照会には、1 ～ 2 週間の期間を要します
・年度内に事業が完了するようにご留意ください。
・詳細については、下記あてに電話・メールでお気軽にお問合せください。

対象者

対象事業

対象経費

事業の流れ

補助率・補助限度額・申請上限回数

飯塚市内に主たる事業所または事務所を置く中小企業者

旅費、宿泊費、通信運搬費、出展料、通訳・翻訳費、印刷製本費、
広告宣伝費、参加費、登録料、委託費等

①自社独自の活動：補助率 1/2 以内　補助上限 10 万円（申請回数上限  1 回まで）

②公的な支援機関を活用した場合：（申請回数に上限なし）
・0 万円　　～  2 万円未満：実費全額補助
・2 万円以上～  3 万円未満：2 万円の定額補助
・3 万円以上～                 ：補助率 2/3 以内（補助限度額 10 万円）
※①を 1回、②を 1回～複数回活用するような組み合わせも可能です。
　ただし累計補助限度額は 10万円まで

日本国外への販路を新たに開拓しようとする事業
※自社製品に限らず、他社製品を自社が仲介して取り組む事業も含みます

（イメージ）

海外視察 商談会や展示会 ( オンライン含む ) 広報活動 サンプル輸出 表彰制度申請

●お問合せ　国際政策課 国際経済推進係　☎ 0948-22-5521　叞kokusai@city.iizuka.lg.jp

申請 審査、
照会 (※)

交付決定
（通知）

事業開始
事業実施

実績
報告書

補助金額の
確定（通知）

交付請求
（提出）

飯塚市 HP は
こちら
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Information
▶飯塚市役所

▶穂波庁舎・支所
　☎0948-22-5500・FAX0948-21-2066

　☎0948-22-0380・FAX0948-26-4733
▶筑穂支所
　☎0948-72-1100・FAX0948-31-3100
▶庄内支所
　☎0948-82-1200・FAX0948-82-3520
▶頴田支所
　☎0948-92-2211・FAX0948-92-0332

●
本
庁
と
穂
波
支
所
で
は
、
毎
週
木
曜
日
に
窓
口
業
務
の
一
部
を
延
長
し
て
い
ま
す
。
延
長
時
間（
19
時
ま
で
）
に
よ
る
取
扱
い
業
務
は
、
所
管
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　対象 　　とき 　　ところ 　　内容 　　定員 　　料金･費用 　　託児 　　持ってくるもの 　　申込期限･申込期間 　　申し込み 　　問合せ
※　　の記載がないものは参加無料 ※募集等で申込方法の記載がないものは電話受付

所時 料
料

対 定内 託 持 期 申 問

「
住
民
税
均
等
割
の
み

課
税
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金（
10
万
円
）」の

申
請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
給
付
金
の
対
象
と
な
り
、
受
給
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
６
年
５
月

10
日
金（※

消
印
有
効
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
者
等
の
詳

細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
飯
塚
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８・
23・
７
８
７
０

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
試
験
放
送

　
緊
急
時
に
お
け
る
住
民
へ
の
迅
速

か
つ
確
実
な
情
報
伝
達
を
行
う
た

め
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
試
験
が

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
内

す
べ
て
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
試
験

放
送
が
流
れ
ま
す
の
で
、
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

時
５
月
22
日
水
11
時
〜

※
災
害
、
北
朝
鮮
情
勢
等
に
よ
り
中

　
止
の
場
合
有

問
防
災
安
全
課（
☎
内
線
１
３
３
４
）

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

金
で
す

　
身
体
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
、

療
育
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の

人
は
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
軽
自
動

車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

※

減
免
は
所
有
車
１
台
分
で
す
。

※

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

期
５
月
31
日
金

問
税
務
課(

☎
内
線
１
０
６
０)

※

減
免
申
請
は
本
庁
税
務
課
で
の
み

　
受
付
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の

巣
の
駆
除
費
用
を

一
部
補
助
し
ま
す

対
市
内
に
あ
る
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

　（
現
に
活
動
し
て
い
る
巣
）
が
あ

　
る
建
物
や
土
地
の
所
有
者
、
使
用

　
者
、
管
理
者

●
要
件

①
巣
を
駆
除
業
者
に
依
頼
し
て
駆
除

　
し
て
い
る
こ
と
。

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

③
駆
除
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
３

　
月
末
日
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
。

●
補
助
金
の
額 

駆
除
費（
消
費
税
お

　
よ
び
地
方
消
費
税
を
除
く
）
の
２

　
分
の
１（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

　
た
だ
し
、
上
限
額
を
５
０
０
０
円

　
と
し
ま
す
。

※

申
請
時
に
は
、
駆
除
前
後
の
写
真

　
や
領
収
書
等
が
必
要
で
す
。
駆
除

　
前
に
、
市
の
Ｈ
Ｐ
で
確
認
ま
た
は

　
電
話
に
て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
類
は
市
Ｈ
Ｐ
ま
た
各
支
所

　
市
民
窓
口
課
に
あ
り
ま
す
。

問
環
境
整
備
課（
☎
内
線
1
6
5
2
）

福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式
及
び
全
国
戦

没
者
追
悼
式

　
参
列
希
望
の
方
は
、
担
当
課
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式

時
８
月
15
日
木

所
福
岡
武
道
館（
福
岡
市
中
央
区
）

期
５
月
31
日
金
ま
で

●
全
国
戦
没
者
追
悼
式

時
８
月
14
日
水
〜
15
日
木

所
日
本
武
道
館（
東
京
都
）

料
旅
費
の
一
部
補
助
あ
り（
差
額
は

本
人
負
担
）

期
５
月
31
日
金
ま
で

申
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

(

☎
内
線
１
１
５
３

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

時
５
月
23
日
木
10
時
〜
15
時
半

所
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
嘉
穂 

穂
波
支
所

時
５
月
23
日
木

　
10
時
〜
12
時
半
、
13
時
半
〜
16
時

所
エ
ー
ブ
ッ
ク
飯
塚
店

時
５
月
29
日
水

　
９
時
半
〜
16
時

所
新
飯
塚
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ（
飯
塚
病

　
院
裏
立
体
駐
車
場
）

問
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課
／
飯
塚

　
市
献
血
推
進
協
議
会

（
☎
内
線
１
１
５
４
、

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
募
集
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

　
日
本
赤
十
字
社
は
災
害
救
護
活
動

を
は
じ
め
、
血
液
事
業
、
国
際
救
援

事
業
な
ど
様
々
な
人
道
的
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
各
種
事

業
を
行
う
上
で
必
要
な
活
動
資
金

は
、
そ
の
多
く
が
皆
様
か
ら
の
寄
付

金
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課
／
日
本

　
赤
十
字
社
飯
塚
市
地
区
事
務
局

（
☎
内
線
１
１
５
４

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

飯
塚
市
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

撤
去
補
助
金
お
よ
び

飯
塚
市
木
造
戸
建
て

住
宅
性
能
向
上
改
修
補
助
金

　
各
補
助
金
の
交
付
申
請
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
ま
た
は
、
市
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
建
築
課（
☎
内
線
１
５
１
４
）

移
住
支
援
金
に
つ
い
て

　
県
外
か
ら
本
市
に
移
住
し
た
方
に

対
し
て
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
東
京・
名
古
屋・
大
阪
の
三
大
都

　
市
圏（
埼
玉
県
、千
葉
県
、東
京
都
、

　
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
、

　
三
重
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵

　
庫
県
、
奈
良
県
）
ま
た
は
前
記
以

　
外
の
県
外
に
５
年
以
上
在
住
し
、

　
転
入
し
て
か
ら
１
年
以
内
、
か
つ

　
就
業
等
の
条
件
を
満
た
す
方

※

前
住
所
に
よ
っ
て
就
業
等
の
条
件

　
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
合

　
せ
ま
た
は
、
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

問
総
合
政
策
課(

☎
内
線
１
３
５
１)

住
宅
改
修
補
助
金
制
度

　
市
内
の
住
宅
改
修
を
市
内
施
工
業

者
に
よ
っ
て
行
う
、
所
有
者
を
対
象

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
の
対
象
者

　
市
内
の
住
宅
の
所
有
者
が
自
ら
現

に
居
住
し
て
い
る
、
ま
た
は
居
住
予

定
で
あ
る
こ
と

●
補
助
の
対
象
と
な
る
工
事

・
着
工
前
で
あ
る
こ
と

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
耐
久
性
向
上
等

　
に
該
当
す
る
工
事

・
工
事
費
が
８
万
円
以
上（
税
抜
）

・
令
和
７
年
２
月
28
日
ま
で
に
完
了

　
届
が
提
出
で
き
る
工
事
等

※

他
要
件
あ
り
。

●
補
助
金
の
額

　
工
事
費
の
10
分
の
１
（
上
限
８
万

　
円※

別
途
子
育
て
加
算
あ
り
）

●
申
請
受
付
締
切

　
令
和
７
年
１
月
31
日

※

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を

　
終
了
し
ま
す
。

※

交
付
対
象
者
の
要
件
な
ど
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
政
策
課(

☎
内
線
１
５
２
６)

戸
建
て
中
古
住
宅

取
得
補
助
金
制
度

　
築
10
年
を
経
過
し
た
戸
建
て
中
古

住
宅
を
購
入
し
、
そ
の
住
宅
の
所
在

地
に
転
入
及
び
転
居
し
た
日
か
ら
１

年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
金
の
額

　
購
入
費
の
10
分
の
１
（
上
限
30
万

　
円※

別
途
子
育
て
加
算
あ
り
）

●
申
請
受
付
締
切

　
令
和
７
年
２
月
17
日

※

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を

終
了
し
ま
す
。

※

交
付
対
象
者
の
要
件
な
ど
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
政
策
課(

☎
内
線
１
５
２
６)

筑
豊
地
域
外
か
ら
の

移
住
者
住
宅
取
得

奨
励
金
制
度

　
筑
豊
地
域
外
か
ら
本
市
に
住
宅

（
新
築・
中
古
）
を
取
得
し
た
移
住
者

を
対
象
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
奨
励
金
の
対
象
者

・
筑
豊
地
域
外
か
ら
の
移
住
者（
転
入

　
の
直
前
３
年
以
上
継
続
し
て
筑
豊

　
地
域
外
に
住
所
を
有
し
て
い
た

　
方
）
で
あ
る
こ
と

・
住
宅
の
契
約
日
が
転
入
日
前
又
は

　
転
入
し
た
日
か
ら
３
年
以
内
で
あ

　
る
こ
と

・
住
宅
の
取
得
日
又
は
移
住
日
の
い

　
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
１
年
以
内
の

　
申
請
で
あ
る
こ
と

※

他
要
件
あ
り
。

●
奨
励
金
の
額

　
基
本
額
１
０
０
万
円（
上
限
は
住

　
宅
購
入
金
額※

別
途
子
育
て
加
算

　
あ
り
）

●
申
請
受
付
締
切

　
令
和
７
年
２
月
17
日

※

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を

　
終
了
し
ま
す
。

※

交
付
対
象
者
の
要
件
な
ど
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
政
策
課(

☎
内
線
１
５
２
６)

令
和
６
年
度
特
別
障
が
い
者
手
当・

福
祉
手
当
の
支
給
額
の
お
知
ら
せ

▼
特
別
障
が
い
者
手
当

　
月
額
２
万
８
８
４
０
円

▼
福
祉
手
当

　
月
額
１
万
５
６
９
０
円

※

定
め
ら
れ
た
額
以
上
の
所
得
が
あ

　
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
内
線
１
１
５
１

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
研
修
事
業
帰

国
報
告
会

　
飯
塚
市
で
は
人
材
育
成
の
一
環
と

し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
研
修
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
３
月
に
姉
妹

都
市
の
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ

ニ
ー
ベ
ー
ル
市
を
訪
問
し
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
や
学
校
登
校
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
中
高
生
20
人
に
よ
る

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
５
月
12
日
日
10
時
〜
11
時
半

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
ー

問
国
際
政
策
課（
☎
内
線
１
６
４
７
）

募
集

ス
マ
ホ
講
座
　
参
加
者
募
集

【
①
災
害
時
の
ス
マ
ホ
活
用
講
座
】

時
６
月
４
日
火
10
時
〜
11
時
半

内
災
害
時
の
ス
マ
ホ
活
用
方
法
の
紹
介

期
５
月
20
日
月
９
時
〜
31
日
金
17
時

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ「
予
約
機

　
能
」
よ
り
受
付

【
②
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
講
座
】

時
６
月
11
日
火
10
時
〜
11
時
半

内
今
話
題
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
通
話
や

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
楽
し
も
う

期
５
月
20
日
月
９
時
〜
定
員
に
達
し

　
次
第
受
付
終
了
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待

　
ち
の
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
生
涯
学
習
ひ
ろ
ば

（
☎
内
線
２
３
０
１
）

【
①
②
の
各
講
座
共
通
事
項
】

所
穂
波
庁
舎
３
階

※

駐
車
場
は
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー

定
20
人（
先
着
順
）

持
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

問
生
涯
学
習
ひ
ろ
ば

（
☎
内
線
２
３
０
１
）

飯
塚
市
図
書
館
運
営
協
議
会
委
員
公

募対
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で
、

　
図
書
館
運
営
に
関
心
の
あ
る
人

●
任
期
　
令
和
６
年
７
月
１
日
〜
令

　
和
８
年
６
月
30
日

定
２
人（
う
ち
１
人
以
上
は
女
性
）

※

応
募
多
数
の
と
き
は
抽
選

期
５
月
24
日
金
ま
で（
必
着
）

申 

問
生
涯
学
習
課

（
☎
０
９
４
８・
22・
３
２
７
４

　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

※

同
課・
市
立
図
書
館
に
備
付
け（
市

　
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
の

　
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直

　
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
で
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

飯
塚
市
地
域
公
共

交
通
協
議
会
及
び

交
通
会
議
委
員
募
集

　
飯
塚
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
及

び
交
通
会
議
は
、
本
市
の
生
活
交
通

に
関
す
る
各
種
計
画
の
策
定
に
係
る

協
議
や
、
地
域
住
民
の
生
活
に
必
要

な
旅
客
運
送
の
確
保・
利
便
性
向
上

の
た
め
の
協
議
を
行
う
も
の
で
、
今

回
、
市
民
の
方
か
ら
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

対
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
女
性

●
任
期
　
委
員
選
任
の
日
〜
令
和
８

　
年
３
月
31
日

※

年
５
回
程
度
の
会
議
を
開
催
予
定

定
１
人

期
５
月
31
日
金
ま
で

※

同
課
に
備
付
け
の
申
込
書（
市
Ｈ

　
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

　
記
入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。

申
地
域
公
共
交
通
対
策
課

（
☎
内
線
１
４
４
１
）

イ
ベ
ン
ト

旧
松
喜
醤
油
屋
さ
つ
き
展

時
５
月
17
日
金
〜
20
日
月

　
10
時
〜
16
時

内
さ
つ
き
45
点
展
示
予
定

　
５
月
19
日
日
13
時
〜
サ
キ
ソ
フ
ォ

　
ン
と
キ
ー
ボ
ー
ド
の
演
奏
会
あ
り

所
旧
松
喜
醤
油
屋 

問
飯
塚
市
歴
史
資
料
館

（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

第
１
回
い
い
づ
か
環
境
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
：
資
源
を
リ
メ
イ
ク
！

〜
紫
陽
花
の
小
物
づ
く
り
〜

　
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
意
見

交
換
を
行
う「
い
い
づ
か
環
境
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
す
。
令

和
６
年
度
第
１
回
は
、
第
３
次
飯
塚

市
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
の
講
座

の
後
、
身
近
な
資
源
で
あ
る
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
使
っ
て
紫
陽
花
の
小
物
を

工
作
し
ま
す
。

対
中
学
生
以
上

時
５
月
18
日
土
10
時
〜
正
午

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

定
30
人
程
度

申
電
話
受
付

期
５
月
15
日
水
ま
で

問
環
境
整
備
課(

☎
内
線
１
６
５
３)

歯
と
お
口
の
健
康
を
守
る
つ
ど
い

時
６
月
９
日
日
10
時
〜
13
時

所
飯
塚
歯
科
医
師
会
館

内
歯
科
相
談
、
フ
ッ
素
塗
布
、
８
０

　
２
０
表
彰
、
図
画・
ポ
ス
タ
ー・

　
標
語
展
示・
表
彰

問
飯
塚
歯
科
医
師
会

（
☎
０
９
４
８・
22・
２
１
２
４
）

緑
の
カ
ー
テ
ン
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ゴ
ー
ヤ
の
苗
配
布
）

　
飯
塚
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

や
省
エ
ネ
に
有
効
な
緑
の
カ
ー
テ
ン

の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
各
家

庭
や
事
業
所
等
に
て
、
緑
の
カ
ー
テ

ン
の
設
置
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
４
株
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
早
め
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

時
５
月
21
日
火
〜
23
日
木

所
市
役
所
本
庁
舎
２
階
屋
上
広
場

定
３
０
０
人
程
度（
先
着
順
）

期
５
月
７
日
火
〜
15
日
水

持
ゴ
ー
ヤ
の
苗
持
ち
帰
り
袋

申
環
境
整
備
課
へ
電
話
ま
た
は
飯
塚

　
市
公
式
ラ
イ
ン
の
予
約
機
能

※

昨
年
と
配
付
場
所
が
変
わ
り
ま
し

　
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
３
）

そ
の
他

後
期
高
齢
者
健
康
診
査・
歯
科
健
診

　
健
康
診
査
対
象
者
に
は
４
月
下
旬

か
ら
順
次
、
受
診
票
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
歯
科
健
診
対
象
者
に
は
５
月

下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

【
健
康
診
査
】

対
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

※

生
活
習
慣
病
の
治
療
を
受
け
て
い

る
人
も
対
象
で
す（
長
期
入
院
者・
施

設
入
所
者
を
除
く
）。

所
か
か
り
つ
け
医
、
ま
た
は
前
回
健

　
康
診
査
を
受
診
し
た
医
療
機
関

※

ど
こ
に
予
約
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

　
な
い
時
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

料
５
０
０
円

持
保
険
証（
ま
た
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
カ
ー
ド※

）
受
診
票

【
歯
科
健
診
】

対
本
年
度
に
76
歳
〜
80
歳
に
な
る
後

　
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者(

長

　
期
入
院
者
・
施
設
入
所
者
を
除

　
く)

。

時
６
月
〜
12
月

所
指
定
の
歯
科
医
院

※

お
住
ま
い
の
地
域
の
歯
科
医
院
一

　
覧
を
受
診
券
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

料
３
０
０
円

持
保
険
証（
ま
た
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
カ
ー
ド※

）
受
診
券

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
健
康

　
保
険
証
利
用
の
申
込
み
を
す
る
と

　
被
保
険
者
証
と
し
て
利
用
で
き
ま

　
す
。
ま
た
、
利
用
で
き
る
の
は
、

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険
証

　
と
し
て
利
用
で
き
る
医
療
機
関
に

　
限
り
ま
す
。

問
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
０
９
２・
６
５
１・
３
１
１
１
）

第
21
回
得
す
る
街
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　

い
い
づ
か

ま
ち
ゼ
ミ
開
催

時
５
月
17
日
金
〜
６
月
17
日
月

所
飯
塚
中
心
商
店
街

内
飯
塚
の
商
店
主
や
ス
タ
ッ
フ
が
講

　
師
と
な
っ
て
、
お
客
様
に
役
立
つ

　
専
門
知
識
や
技
術
を
講
座
形
式
に

　
し
て
、
無
料
で
教
え
ま
す
。

料
無
料（
材
料
費
は
実
費
負
担
）

期
５
月
９
日
木
申
込
み
開
始（
事
前

　
に
電
話
予
約
必
要・
先
着
順
）

※

詳
し
く
は
商
店
街
各
所
に
あ
る
チ

　
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い

申
飯
塚
市
商
店
街
連
合
会

（
☎
０
９
４
８・
29・
２
１
１
０
）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

対
県
内
に
所
在
す
る
既
存
団
地
の
空

　
き
家
住
宅

期
６
月
４
日
火
〜
12
日
水

　（
申
込
手
数
料
は
不
要
）

●
申
込
用
紙
配
布
場
所

　
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
筑
豊
管
理

　
事
務
所(

あ
い
タ
ウ
ン
３
階)

、
飯

　
塚
市
住
宅
課
、
各
支
所
経
済
建
設
課

申
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
管
理
課

（
☎
０
９
４
８・
21・
３
２
３
２
）

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝
参
加
者
募
集

対
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る

　
戦
没
者
の
遺
族
で
、
健
康
状
態
が

　
良
好
な
人
。

※

参
加
費
用・
申
込
締
切
日
等
、
詳

　
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

時 

所
①
８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬

　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
、
東
部

　
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

②
９
月
上
旬

　
モ
ン
ゴ
ル
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

③
９
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

　
北
ボ
ル
ネ
オ
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国

④
11
月
中
旬
　
硫
黄
島（
第
一
次
）

⑤
11
月
下
旬

　
フ
ィ
リ
ピ
ン（
第
一
次
）

⑥
12
月
上
旬
　
マ
リ
ア
ナ
諸
島

⑦
２
月
中
旬
　
硫
黄
島（
第
二
次
）

⑧
２
月
下
旬
　
フ
ィ
リ
ピ
ン（
第
二

　
次
）

⑨
３
月
上
旬
　
ミ
ャ
ン
マ
ー

申
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
内
線
１
１
５
３

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

　
福
岡
県
保
護・
援
護
課

（
☎
０
９
２・
６
４
３・
３
３
０
１

　
FAX
０
９
２・
６
４
３・
３
３
０
６
）

音
訳・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講

座　
目
の
不
自
由
な
方
々
へ
、
各
種
印

刷
物
や
図
書
な
ど
を
テ
ー
プ・Ｃ
Ｄ

に
吹
き
込
み
、情
報
を
提
供
す
る「
音

訳・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
入
門

講
座
を
行
い
ま
す
。
　

対
全
日
程
参
加
可
能
で
、
講
座
修
了

　
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

　
で
き
る
人

時
６
月
５
日
水・
12
日
水・
19
日
水・

　
26
日
水
13
時
半
〜
15
時

所
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

内
聞
き
取
り
や
す
い
文
章
を
届
け
る

　
た
め
の
基
礎
的
な
学
習

定
10
人

持
筆
記
用
具

期
６
月
４
日
火
ま
で

申
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８・
24・
４
５
０
０

　
FAX
０
９
４
８・
23・
２
２
６
２
）

後期高齢者医療制度に加入している皆さまへ
◇令和６・７年度の保険料率が決まりました。

●保険料額の通知について
　保険料額の詳細については、７月に「令和６年度後期高齢者医療保険料額決定通知書」でお知らせします。
　また、広報いいづか７月号に「令和６年度後期高齢者医療保険料のお知らせ」として詳しい内容を掲載予定です。
問 医療保険課　☎内線1038～1040

※　後期高齢者医療制度の保険料率は、２年ごとに改定されます。
　　注1)激変緩和措置により、基礎控除後の総所得金額等が５８万円を超えない者に対し、 令和6年度のみ適用される所得割率
　　注2)激変緩和措置により、昭和２４年３月３１日以前に生まれた者、令和７年３月３１日までに 障害認定により被保険者の資格を有
　　　　している者に対し、令和6年度のみ適用される保険料の賦課限度額

均等割額

所得割率

賦課限度額

令和 4・5 年度
56,435 円

10.54％

66 万円

令和 6・7 年度
60,004 円
11.83％

注 1（11.02％）
80 万円

注 2 （73 万円）

増減
3,569 円増

1.29 ポイント増
（0.48 ポイント増）

14 万円増
（7万円増）
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人
権
標
語
　
●
心
の
種
　
や
さ
し
さ
だ
け
で
　
花
は
咲
く
　（
庄
内
小
）　
　
　
●
じ
ん
け
ん
は
　
ひ
と
り
ひ
と
り
で
　
持
つ
も
の
だ  

（
鯰
田
小
）

「
住
民
税
均
等
割
の
み

課
税
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金（
10
万
円
）」の

申
請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
給
付
金
の
対
象
と
な
り
、
受
給
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
６
年
５
月

10
日
金（※

消
印
有
効
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
者
等
の
詳

細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
飯
塚
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８・
23・
７
８
７
０

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
試
験
放
送

　
緊
急
時
に
お
け
る
住
民
へ
の
迅
速

か
つ
確
実
な
情
報
伝
達
を
行
う
た

め
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
試
験
が

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
内

す
べ
て
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
試
験

放
送
が
流
れ
ま
す
の
で
、
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

時
５
月
22
日
水
11
時
〜

※

災
害
、
北
朝
鮮
情
勢
等
に
よ
り
中

　
止
の
場
合
有

問
防
災
安
全
課（
☎
内
線
１
３
３
４
）

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

金
で
す

　
身
体
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
、

療
育
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の

人
は
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
軽
自
動

車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

※

減
免
は
所
有
車
１
台
分
で
す
。

※

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

期
５
月
31
日
金

問
税
務
課(

☎
内
線
１
０
６
０)

※

減
免
申
請
は
本
庁
税
務
課
で
の
み

　
受
付
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の

巣
の
駆
除
費
用
を

一
部
補
助
し
ま
す

対
市
内
に
あ
る
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

　（
現
に
活
動
し
て
い
る
巣
）
が
あ

　
る
建
物
や
土
地
の
所
有
者
、
使
用

　
者
、
管
理
者

●
要
件

①
巣
を
駆
除
業
者
に
依
頼
し
て
駆
除

　
し
て
い
る
こ
と
。

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

③
駆
除
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
３

　
月
末
日
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
。

●
補
助
金
の
額 

駆
除
費（
消
費
税
お

　
よ
び
地
方
消
費
税
を
除
く
）
の
２

　
分
の
１（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

　
た
だ
し
、
上
限
額
を
５
０
０
０
円

　
と
し
ま
す
。

※

申
請
時
に
は
、
駆
除
前
後
の
写
真

　
や
領
収
書
等
が
必
要
で
す
。
駆
除

　
前
に
、
市
の
Ｈ
Ｐ
で
確
認
ま
た
は

　
電
話
に
て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
類
は
市
Ｈ
Ｐ
ま
た
各
支
所

　
市
民
窓
口
課
に
あ
り
ま
す
。

問
環
境
整
備
課（
☎
内
線
1
6
5
2
）

福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式
及
び
全
国
戦

没
者
追
悼
式

　
参
列
希
望
の
方
は
、
担
当
課
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式

時
８
月
15
日
木

所
福
岡
武
道
館（
福
岡
市
中
央
区
）

期
５
月
31
日
金
ま
で

●
全
国
戦
没
者
追
悼
式

時
８
月
14
日
水
〜
15
日
木

所
日
本
武
道
館（
東
京
都
）

料
旅
費
の
一
部
補
助
あ
り（
差
額
は

本
人
負
担
）

期
５
月
31
日
金
ま
で

申
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

(

☎
内
線
１
１
５
３

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

時
５
月
23
日
木
10
時
〜
15
時
半

所
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
嘉
穂 

穂
波
支
所

時
５
月
23
日
木

　
10
時
〜
12
時
半
、
13
時
半
〜
16
時

所
エ
ー
ブ
ッ
ク
飯
塚
店

時
５
月
29
日
水

　
９
時
半
〜
16
時

所
新
飯
塚
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ（
飯
塚
病

　
院
裏
立
体
駐
車
場
）

問
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課
／
飯
塚

　
市
献
血
推
進
協
議
会

（
☎
内
線
１
１
５
４
、

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
募
集
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

　
日
本
赤
十
字
社
は
災
害
救
護
活
動

を
は
じ
め
、
血
液
事
業
、
国
際
救
援

事
業
な
ど
様
々
な
人
道
的
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
各
種
事

業
を
行
う
上
で
必
要
な
活
動
資
金

は
、
そ
の
多
く
が
皆
様
か
ら
の
寄
付

金
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課
／
日
本

　
赤
十
字
社
飯
塚
市
地
区
事
務
局

（
☎
内
線
１
１
５
４

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

飯
塚
市
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

撤
去
補
助
金
お
よ
び

飯
塚
市
木
造
戸
建
て

住
宅
性
能
向
上
改
修
補
助
金

　
各
補
助
金
の
交
付
申
請
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
ま
た
は
、
市
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
建
築
課（
☎
内
線
１
５
１
４
）

移
住
支
援
金
に
つ
い
て

　
県
外
か
ら
本
市
に
移
住
し
た
方
に

対
し
て
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
東
京・
名
古
屋・
大
阪
の
三
大
都

　
市
圏（
埼
玉
県
、千
葉
県
、東
京
都
、

　
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
、

　
三
重
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵

　
庫
県
、
奈
良
県
）
ま
た
は
前
記
以

　
外
の
県
外
に
５
年
以
上
在
住
し
、

　
転
入
し
て
か
ら
１
年
以
内
、
か
つ

　
就
業
等
の
条
件
を
満
た
す
方

※

前
住
所
に
よ
っ
て
就
業
等
の
条
件

　
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
合

　
せ
ま
た
は
、
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

問
総
合
政
策
課(

☎
内
線
１
３
５
１)

住
宅
改
修
補
助
金
制
度

　
市
内
の
住
宅
改
修
を
市
内
施
工
業

者
に
よ
っ
て
行
う
、
所
有
者
を
対
象

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
の
対
象
者

　
市
内
の
住
宅
の
所
有
者
が
自
ら
現

に
居
住
し
て
い
る
、
ま
た
は
居
住
予

定
で
あ
る
こ
と

●
補
助
の
対
象
と
な
る
工
事

・
着
工
前
で
あ
る
こ
と

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
耐
久
性
向
上
等

　
に
該
当
す
る
工
事

・
工
事
費
が
８
万
円
以
上（
税
抜
）

・
令
和
７
年
２
月
28
日
ま
で
に
完
了

　
届
が
提
出
で
き
る
工
事
等

※

他
要
件
あ
り
。

●
補
助
金
の
額

　
工
事
費
の
10
分
の
１
（
上
限
８
万

　
円※

別
途
子
育
て
加
算
あ
り
）

●
申
請
受
付
締
切

　
令
和
７
年
１
月
31
日

※

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を

　
終
了
し
ま
す
。

※

交
付
対
象
者
の
要
件
な
ど
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
政
策
課(

☎
内
線
１
５
２
６)

戸
建
て
中
古
住
宅

取
得
補
助
金
制
度

　
築
10
年
を
経
過
し
た
戸
建
て
中
古

住
宅
を
購
入
し
、
そ
の
住
宅
の
所
在

地
に
転
入
及
び
転
居
し
た
日
か
ら
１

年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
金
の
額

　
購
入
費
の
10
分
の
１
（
上
限
30
万

　
円※

別
途
子
育
て
加
算
あ
り
）

●
申
請
受
付
締
切

　
令
和
７
年
２
月
17
日

※

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を

終
了
し
ま
す
。

※

交
付
対
象
者
の
要
件
な
ど
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
政
策
課(

☎
内
線
１
５
２
６)

筑
豊
地
域
外
か
ら
の

移
住
者
住
宅
取
得

奨
励
金
制
度

　
筑
豊
地
域
外
か
ら
本
市
に
住
宅

（
新
築・
中
古
）
を
取
得
し
た
移
住
者

を
対
象
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
奨
励
金
の
対
象
者

・
筑
豊
地
域
外
か
ら
の
移
住
者（
転
入

　
の
直
前
３
年
以
上
継
続
し
て
筑
豊

　
地
域
外
に
住
所
を
有
し
て
い
た

　
方
）
で
あ
る
こ
と

・
住
宅
の
契
約
日
が
転
入
日
前
又
は

　
転
入
し
た
日
か
ら
３
年
以
内
で
あ

　
る
こ
と

・
住
宅
の
取
得
日
又
は
移
住
日
の
い

　
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
１
年
以
内
の

　
申
請
で
あ
る
こ
と

※

他
要
件
あ
り
。

●
奨
励
金
の
額

　
基
本
額
１
０
０
万
円（
上
限
は
住

　
宅
購
入
金
額※

別
途
子
育
て
加
算

　
あ
り
）

●
申
請
受
付
締
切

　
令
和
７
年
２
月
17
日

※

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を

　
終
了
し
ま
す
。

※

交
付
対
象
者
の
要
件
な
ど
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
政
策
課(

☎
内
線
１
５
２
６)

令
和
６
年
度
特
別
障
が
い
者
手
当・

福
祉
手
当
の
支
給
額
の
お
知
ら
せ

▼
特
別
障
が
い
者
手
当

　
月
額
２
万
８
８
４
０
円

▼
福
祉
手
当

　
月
額
１
万
５
６
９
０
円

※

定
め
ら
れ
た
額
以
上
の
所
得
が
あ

　
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
内
線
１
１
５
１

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
研
修
事
業
帰

国
報
告
会

　
飯
塚
市
で
は
人
材
育
成
の
一
環
と

し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
研
修
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
３
月
に
姉
妹

都
市
の
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ

ニ
ー
ベ
ー
ル
市
を
訪
問
し
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
や
学
校
登
校
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
中
高
生
20
人
に
よ
る

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
５
月
12
日
日
10
時
〜
11
時
半

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
ー

問
国
際
政
策
課（
☎
内
線
１
６
４
７
）

募
集

ス
マ
ホ
講
座
　
参
加
者
募
集

【
①
災
害
時
の
ス
マ
ホ
活
用
講
座
】

時
６
月
４
日
火
10
時
〜
11
時
半

内
災
害
時
の
ス
マ
ホ
活
用
方
法
の
紹
介

期
５
月
20
日
月
９
時
〜
31
日
金
17
時

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ「
予
約
機

　
能
」
よ
り
受
付

【
②
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
講
座
】

時
６
月
11
日
火
10
時
〜
11
時
半

内
今
話
題
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
通
話
や

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
楽
し
も
う

期
５
月
20
日
月
９
時
〜
定
員
に
達
し

　
次
第
受
付
終
了
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待

　
ち
の
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
生
涯
学
習
ひ
ろ
ば

（
☎
内
線
２
３
０
１
）

【
①
②
の
各
講
座
共
通
事
項
】

所
穂
波
庁
舎
３
階

※

駐
車
場
は
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー

定
20
人（
先
着
順
）

持
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

問
生
涯
学
習
ひ
ろ
ば

（
☎
内
線
２
３
０
１
）

飯
塚
市
図
書
館
運
営
協
議
会
委
員
公

募対
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で
、

　
図
書
館
運
営
に
関
心
の
あ
る
人

●
任
期
　
令
和
６
年
７
月
１
日
〜
令

　
和
８
年
６
月
30
日

定
２
人（
う
ち
１
人
以
上
は
女
性
）

※

応
募
多
数
の
と
き
は
抽
選

期
５
月
24
日
金
ま
で（
必
着
）

申 

問
生
涯
学
習
課

（
☎
０
９
４
８・
22・
３
２
７
４

　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

※

同
課・
市
立
図
書
館
に
備
付
け（
市

　
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
の

　
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直

　
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
で
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

飯
塚
市
地
域
公
共

交
通
協
議
会
及
び

交
通
会
議
委
員
募
集

　
飯
塚
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
及

び
交
通
会
議
は
、
本
市
の
生
活
交
通

に
関
す
る
各
種
計
画
の
策
定
に
係
る

協
議
や
、
地
域
住
民
の
生
活
に
必
要

な
旅
客
運
送
の
確
保・
利
便
性
向
上

の
た
め
の
協
議
を
行
う
も
の
で
、
今

回
、
市
民
の
方
か
ら
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

対
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
女
性

●
任
期
　
委
員
選
任
の
日
〜
令
和
８

　
年
３
月
31
日

※

年
５
回
程
度
の
会
議
を
開
催
予
定

定
１
人

期
５
月
31
日
金
ま
で

※

同
課
に
備
付
け
の
申
込
書（
市
Ｈ

　
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

　
記
入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。

申
地
域
公
共
交
通
対
策
課

（
☎
内
線
１
４
４
１
）

イ
ベ
ン
ト

旧
松
喜
醤
油
屋
さ
つ
き
展

時
５
月
17
日
金
〜
20
日
月

　
10
時
〜
16
時

内
さ
つ
き
45
点
展
示
予
定

　
５
月
19
日
日
13
時
〜
サ
キ
ソ
フ
ォ

　
ン
と
キ
ー
ボ
ー
ド
の
演
奏
会
あ
り

所
旧
松
喜
醤
油
屋 

問
飯
塚
市
歴
史
資
料
館

（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

第
１
回
い
い
づ
か
環
境
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
：
資
源
を
リ
メ
イ
ク
！

〜
紫
陽
花
の
小
物
づ
く
り
〜

　
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
意
見

交
換
を
行
う「
い
い
づ
か
環
境
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
す
。
令

和
６
年
度
第
１
回
は
、
第
３
次
飯
塚

市
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
の
講
座

の
後
、
身
近
な
資
源
で
あ
る
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
使
っ
て
紫
陽
花
の
小
物
を

工
作
し
ま
す
。

対
中
学
生
以
上

時
５
月
18
日
土
10
時
〜
正
午

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

定
30
人
程
度

申
電
話
受
付

期
５
月
15
日
水
ま
で

問
環
境
整
備
課(

☎
内
線
１
６
５
３)

歯
と
お
口
の
健
康
を
守
る
つ
ど
い

時
６
月
９
日
日
10
時
〜
13
時

所
飯
塚
歯
科
医
師
会
館

内
歯
科
相
談
、
フ
ッ
素
塗
布
、
８
０

　
２
０
表
彰
、
図
画・
ポ
ス
タ
ー・

　
標
語
展
示・
表
彰

問
飯
塚
歯
科
医
師
会

（
☎
０
９
４
８・
22・
２
１
２
４
）

緑
の
カ
ー
テ
ン
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ゴ
ー
ヤ
の
苗
配
布
）

　
飯
塚
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

や
省
エ
ネ
に
有
効
な
緑
の
カ
ー
テ
ン

の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
各
家

庭
や
事
業
所
等
に
て
、
緑
の
カ
ー
テ

ン
の
設
置
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
４
株
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
早
め
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

時
５
月
21
日
火
〜
23
日
木

所
市
役
所
本
庁
舎
２
階
屋
上
広
場

定
３
０
０
人
程
度（
先
着
順
）

期
５
月
７
日
火
〜
15
日
水

持
ゴ
ー
ヤ
の
苗
持
ち
帰
り
袋

申
環
境
整
備
課
へ
電
話
ま
た
は
飯
塚

　
市
公
式
ラ
イ
ン
の
予
約
機
能

※

昨
年
と
配
付
場
所
が
変
わ
り
ま
し

　
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
３
）

そ
の
他

後
期
高
齢
者
健
康
診
査・
歯
科
健
診

　
健
康
診
査
対
象
者
に
は
４
月
下
旬

か
ら
順
次
、
受
診
票
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
歯
科
健
診
対
象
者
に
は
５
月

下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

【
健
康
診
査
】

対
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

※

生
活
習
慣
病
の
治
療
を
受
け
て
い

る
人
も
対
象
で
す（
長
期
入
院
者・
施

設
入
所
者
を
除
く
）。

所
か
か
り
つ
け
医
、
ま
た
は
前
回
健

　
康
診
査
を
受
診
し
た
医
療
機
関

※

ど
こ
に
予
約
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

　
な
い
時
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

料
５
０
０
円

持
保
険
証（
ま
た
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
カ
ー
ド※

）
受
診
票

【
歯
科
健
診
】

対
本
年
度
に
76
歳
〜
80
歳
に
な
る
後

　
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者(

長

　
期
入
院
者
・
施
設
入
所
者
を
除

　
く)

。

時
６
月
〜
12
月

所
指
定
の
歯
科
医
院

※

お
住
ま
い
の
地
域
の
歯
科
医
院
一

　
覧
を
受
診
券
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

料
３
０
０
円

持
保
険
証（
ま
た
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
カ
ー
ド※

）
受
診
券

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
健
康

　
保
険
証
利
用
の
申
込
み
を
す
る
と

　
被
保
険
者
証
と
し
て
利
用
で
き
ま

　
す
。
ま
た
、
利
用
で
き
る
の
は
、

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険
証

　
と
し
て
利
用
で
き
る
医
療
機
関
に

　
限
り
ま
す
。

問
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
０
９
２・
６
５
１・
３
１
１
１
）

第
21
回
得
す
る
街
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　

い
い
づ
か

ま
ち
ゼ
ミ
開
催

時
５
月
17
日
金
〜
６
月
17
日
月

所
飯
塚
中
心
商
店
街

内
飯
塚
の
商
店
主
や
ス
タ
ッ
フ
が
講

　
師
と
な
っ
て
、
お
客
様
に
役
立
つ

　
専
門
知
識
や
技
術
を
講
座
形
式
に

　
し
て
、
無
料
で
教
え
ま
す
。

料
無
料（
材
料
費
は
実
費
負
担
）

期
５
月
９
日
木
申
込
み
開
始（
事
前

　
に
電
話
予
約
必
要・
先
着
順
）

※

詳
し
く
は
商
店
街
各
所
に
あ
る
チ

　
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い

申
飯
塚
市
商
店
街
連
合
会

（
☎
０
９
４
８・
29・
２
１
１
０
）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

対
県
内
に
所
在
す
る
既
存
団
地
の
空

　
き
家
住
宅

期
６
月
４
日
火
〜
12
日
水

　（
申
込
手
数
料
は
不
要
）

●
申
込
用
紙
配
布
場
所

　
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
筑
豊
管
理

　
事
務
所(

あ
い
タ
ウ
ン
３
階)

、
飯

　
塚
市
住
宅
課
、
各
支
所
経
済
建
設
課

申
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
管
理
課

（
☎
０
９
４
８・
21・
３
２
３
２
）

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝
参
加
者
募
集

対
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る

　
戦
没
者
の
遺
族
で
、
健
康
状
態
が

　
良
好
な
人
。

※

参
加
費
用・
申
込
締
切
日
等
、
詳

　
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

時 

所
①
８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬

　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
、
東
部

　
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

②
９
月
上
旬

　
モ
ン
ゴ
ル
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

③
９
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

　
北
ボ
ル
ネ
オ
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国

④
11
月
中
旬
　
硫
黄
島（
第
一
次
）

⑤
11
月
下
旬

　
フ
ィ
リ
ピ
ン（
第
一
次
）

⑥
12
月
上
旬
　
マ
リ
ア
ナ
諸
島

⑦
２
月
中
旬
　
硫
黄
島（
第
二
次
）

⑧
２
月
下
旬
　
フ
ィ
リ
ピ
ン（
第
二

　
次
）

⑨
３
月
上
旬
　
ミ
ャ
ン
マ
ー

申
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
内
線
１
１
５
３

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

　
福
岡
県
保
護・
援
護
課

（
☎
０
９
２・
６
４
３・
３
３
０
１

　
FAX
０
９
２・
６
４
３・
３
３
０
６
）

音
訳・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講

座　
目
の
不
自
由
な
方
々
へ
、
各
種
印

刷
物
や
図
書
な
ど
を
テ
ー
プ・Ｃ
Ｄ

に
吹
き
込
み
、情
報
を
提
供
す
る「
音

訳・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
入
門

講
座
を
行
い
ま
す
。
　

対
全
日
程
参
加
可
能
で
、
講
座
修
了

　
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

　
で
き
る
人

時
６
月
５
日
水・
12
日
水・
19
日
水・

　
26
日
水
13
時
半
〜
15
時

所
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

内
聞
き
取
り
や
す
い
文
章
を
届
け
る

　
た
め
の
基
礎
的
な
学
習

定
10
人

持
筆
記
用
具

期
６
月
４
日
火
ま
で

申
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８・
24・
４
５
０
０

　
FAX
０
９
４
８・
23・
２
２
６
２
）
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　対象 　　とき 　　ところ 　　内容 　　定員 　　料金･費用 　　託児 　　持ってくるもの 　　申込期限･申込期間 　　申し込み 　　問合せ
※　　の記載がないものは参加無料 ※募集等で申込方法の記載がないものは電話受付

所時 料
料

対 定内 託 持 期 申 問

【手話コーナー】
「売る　買う　お金」
「手話」は、動きの
ある言語です。その
動きを伝えるために、
動画にまとめていま
すのでご覧ください。 右手の「お金」を手前に引き、

左てのひらを前に差出すしぐさ

売る

右手の「お金」を前に差出し、
左てのひらを手前に引くしぐさ

買う

親指と人差し指で輪を
つくるしぐさ

お金

「
住
民
税
均
等
割
の
み

課
税
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金（
10
万
円
）」の

申
請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
給
付
金
の
対
象
と
な
り
、
受
給
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
６
年
５
月

10
日
金（※

消
印
有
効
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
者
等
の
詳

細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
飯
塚
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８・
23・
７
８
７
０

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
試
験
放
送

　
緊
急
時
に
お
け
る
住
民
へ
の
迅
速

か
つ
確
実
な
情
報
伝
達
を
行
う
た

め
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
試
験
が

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
内

す
べ
て
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
試
験

放
送
が
流
れ
ま
す
の
で
、
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

時
５
月
22
日
水
11
時
〜

※

災
害
、
北
朝
鮮
情
勢
等
に
よ
り
中

　
止
の
場
合
有

問
防
災
安
全
課（
☎
内
線
１
３
３
４
）

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

金
で
す

　
身
体
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
、

療
育
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の

人
は
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
軽
自
動

車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

※

減
免
は
所
有
車
１
台
分
で
す
。

※

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

期
５
月
31
日
金

問
税
務
課(

☎
内
線
１
０
６
０)

※

減
免
申
請
は
本
庁
税
務
課
で
の
み

　
受
付
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の

巣
の
駆
除
費
用
を

一
部
補
助
し
ま
す

対
市
内
に
あ
る
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

　（
現
に
活
動
し
て
い
る
巣
）
が
あ

　
る
建
物
や
土
地
の
所
有
者
、
使
用

　
者
、
管
理
者

●
要
件

①
巣
を
駆
除
業
者
に
依
頼
し
て
駆
除

　
し
て
い
る
こ
と
。

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

③
駆
除
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
３

　
月
末
日
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
。

●
補
助
金
の
額 

駆
除
費（
消
費
税
お

　
よ
び
地
方
消
費
税
を
除
く
）
の
２

　
分
の
１（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

　
た
だ
し
、
上
限
額
を
５
０
０
０
円

　
と
し
ま
す
。

※

申
請
時
に
は
、
駆
除
前
後
の
写
真

　
や
領
収
書
等
が
必
要
で
す
。
駆
除

　
前
に
、
市
の
Ｈ
Ｐ
で
確
認
ま
た
は

　
電
話
に
て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
類
は
市
Ｈ
Ｐ
ま
た
各
支
所

　
市
民
窓
口
課
に
あ
り
ま
す
。

問
環
境
整
備
課（
☎
内
線
1
6
5
2
）

福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式
及
び
全
国
戦

没
者
追
悼
式

　
参
列
希
望
の
方
は
、
担
当
課
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式

時
８
月
15
日
木

所
福
岡
武
道
館（
福
岡
市
中
央
区
）

期
５
月
31
日
金
ま
で

●
全
国
戦
没
者
追
悼
式

時
８
月
14
日
水
〜
15
日
木

所
日
本
武
道
館（
東
京
都
）

料
旅
費
の
一
部
補
助
あ
り（
差
額
は

本
人
負
担
）

期
５
月
31
日
金
ま
で

申
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

(

☎
内
線
１
１
５
３

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

時
５
月
23
日
木
10
時
〜
15
時
半

所
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
嘉
穂 

穂
波
支
所

時
５
月
23
日
木

　
10
時
〜
12
時
半
、
13
時
半
〜
16
時

所
エ
ー
ブ
ッ
ク
飯
塚
店

時
５
月
29
日
水

　
９
時
半
〜
16
時

所
新
飯
塚
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ（
飯
塚
病

　
院
裏
立
体
駐
車
場
）

問
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課
／
飯
塚

　
市
献
血
推
進
協
議
会

（
☎
内
線
１
１
５
４
、

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
募
集
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

　
日
本
赤
十
字
社
は
災
害
救
護
活
動

を
は
じ
め
、
血
液
事
業
、
国
際
救
援

事
業
な
ど
様
々
な
人
道
的
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
各
種
事

業
を
行
う
上
で
必
要
な
活
動
資
金

は
、
そ
の
多
く
が
皆
様
か
ら
の
寄
付

金
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課
／
日
本

　
赤
十
字
社
飯
塚
市
地
区
事
務
局

（
☎
内
線
１
１
５
４

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

飯
塚
市
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

撤
去
補
助
金
お
よ
び

飯
塚
市
木
造
戸
建
て

住
宅
性
能
向
上
改
修
補
助
金

　
各
補
助
金
の
交
付
申
請
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
ま
た
は
、
市
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
建
築
課（
☎
内
線
１
５
１
４
）

移
住
支
援
金
に
つ
い
て

　
県
外
か
ら
本
市
に
移
住
し
た
方
に

対
し
て
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
東
京・
名
古
屋・
大
阪
の
三
大
都

　
市
圏（
埼
玉
県
、千
葉
県
、東
京
都
、

　
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
、

　
三
重
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵

　
庫
県
、
奈
良
県
）
ま
た
は
前
記
以

　
外
の
県
外
に
５
年
以
上
在
住
し
、

　
転
入
し
て
か
ら
１
年
以
内
、
か
つ

　
就
業
等
の
条
件
を
満
た
す
方

※

前
住
所
に
よ
っ
て
就
業
等
の
条
件

　
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
合

　
せ
ま
た
は
、
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

問
総
合
政
策
課(

☎
内
線
１
３
５
１)

住
宅
改
修
補
助
金
制
度

　
市
内
の
住
宅
改
修
を
市
内
施
工
業

者
に
よ
っ
て
行
う
、
所
有
者
を
対
象

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
の
対
象
者

　
市
内
の
住
宅
の
所
有
者
が
自
ら
現

に
居
住
し
て
い
る
、
ま
た
は
居
住
予

定
で
あ
る
こ
と

●
補
助
の
対
象
と
な
る
工
事

・
着
工
前
で
あ
る
こ
と

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
耐
久
性
向
上
等

　
に
該
当
す
る
工
事

・
工
事
費
が
８
万
円
以
上（
税
抜
）

・
令
和
７
年
２
月
28
日
ま
で
に
完
了

　
届
が
提
出
で
き
る
工
事
等

※

他
要
件
あ
り
。

●
補
助
金
の
額

　
工
事
費
の
10
分
の
１
（
上
限
８
万

　
円※

別
途
子
育
て
加
算
あ
り
）

●
申
請
受
付
締
切

　
令
和
７
年
１
月
31
日

※

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を

　
終
了
し
ま
す
。

※

交
付
対
象
者
の
要
件
な
ど
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
政
策
課(

☎
内
線
１
５
２
６)

戸
建
て
中
古
住
宅

取
得
補
助
金
制
度

　
築
10
年
を
経
過
し
た
戸
建
て
中
古

住
宅
を
購
入
し
、
そ
の
住
宅
の
所
在

地
に
転
入
及
び
転
居
し
た
日
か
ら
１

年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
金
の
額

　
購
入
費
の
10
分
の
１
（
上
限
30
万

　
円※

別
途
子
育
て
加
算
あ
り
）

●
申
請
受
付
締
切

　
令
和
７
年
２
月
17
日

※

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を

終
了
し
ま
す
。

※

交
付
対
象
者
の
要
件
な
ど
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
政
策
課(

☎
内
線
１
５
２
６)

筑
豊
地
域
外
か
ら
の

移
住
者
住
宅
取
得

奨
励
金
制
度

　
筑
豊
地
域
外
か
ら
本
市
に
住
宅

（
新
築・
中
古
）
を
取
得
し
た
移
住
者

を
対
象
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
奨
励
金
の
対
象
者

・
筑
豊
地
域
外
か
ら
の
移
住
者（
転
入

　
の
直
前
３
年
以
上
継
続
し
て
筑
豊

　
地
域
外
に
住
所
を
有
し
て
い
た

　
方
）
で
あ
る
こ
と

・
住
宅
の
契
約
日
が
転
入
日
前
又
は

　
転
入
し
た
日
か
ら
３
年
以
内
で
あ

　
る
こ
と

・
住
宅
の
取
得
日
又
は
移
住
日
の
い

　
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
１
年
以
内
の

　
申
請
で
あ
る
こ
と

※

他
要
件
あ
り
。

●
奨
励
金
の
額

　
基
本
額
１
０
０
万
円（
上
限
は
住

　
宅
購
入
金
額※

別
途
子
育
て
加
算

　
あ
り
）

●
申
請
受
付
締
切

　
令
和
７
年
２
月
17
日

※

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を

　
終
了
し
ま
す
。

※

交
付
対
象
者
の
要
件
な
ど
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
政
策
課(

☎
内
線
１
５
２
６)

令
和
６
年
度
特
別
障
が
い
者
手
当・

福
祉
手
当
の
支
給
額
の
お
知
ら
せ

▼
特
別
障
が
い
者
手
当

　
月
額
２
万
８
８
４
０
円

▼
福
祉
手
当

　
月
額
１
万
５
６
９
０
円

※

定
め
ら
れ
た
額
以
上
の
所
得
が
あ

　
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
内
線
１
１
５
１

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
研
修
事
業
帰

国
報
告
会

　
飯
塚
市
で
は
人
材
育
成
の
一
環
と

し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
研
修
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
３
月
に
姉
妹

都
市
の
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ

ニ
ー
ベ
ー
ル
市
を
訪
問
し
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
や
学
校
登
校
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
中
高
生
20
人
に
よ
る

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
５
月
12
日
日
10
時
〜
11
時
半

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
ー

問
国
際
政
策
課（
☎
内
線
１
６
４
７
）

募
集

ス
マ
ホ
講
座
　
参
加
者
募
集

【
①
災
害
時
の
ス
マ
ホ
活
用
講
座
】

時
６
月
４
日
火
10
時
〜
11
時
半

内
災
害
時
の
ス
マ
ホ
活
用
方
法
の
紹
介

期
５
月
20
日
月
９
時
〜
31
日
金
17
時

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ「
予
約
機

　
能
」
よ
り
受
付

【
②
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
講
座
】

時
６
月
11
日
火
10
時
〜
11
時
半

内
今
話
題
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
通
話
や

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
楽
し
も
う

期
５
月
20
日
月
９
時
〜
定
員
に
達
し

　
次
第
受
付
終
了
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待

　
ち
の
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
生
涯
学
習
ひ
ろ
ば

（
☎
内
線
２
３
０
１
）

【
①
②
の
各
講
座
共
通
事
項
】

所
穂
波
庁
舎
３
階

※

駐
車
場
は
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー

定
20
人（
先
着
順
）

持
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

問
生
涯
学
習
ひ
ろ
ば

（
☎
内
線
２
３
０
１
）

飯
塚
市
図
書
館
運
営
協
議
会
委
員
公

募対
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で
、

　
図
書
館
運
営
に
関
心
の
あ
る
人

●
任
期
　
令
和
６
年
７
月
１
日
〜
令

　
和
８
年
６
月
30
日

定
２
人（
う
ち
１
人
以
上
は
女
性
）

※

応
募
多
数
の
と
き
は
抽
選

期
５
月
24
日
金
ま
で（
必
着
）

申 

問
生
涯
学
習
課

（
☎
０
９
４
８・
22・
３
２
７
４

　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

※

同
課・
市
立
図
書
館
に
備
付
け（
市

　
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
の

　
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直

　
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
で
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

飯
塚
市
地
域
公
共

交
通
協
議
会
及
び

交
通
会
議
委
員
募
集

　
飯
塚
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
及

び
交
通
会
議
は
、
本
市
の
生
活
交
通

に
関
す
る
各
種
計
画
の
策
定
に
係
る

協
議
や
、
地
域
住
民
の
生
活
に
必
要

な
旅
客
運
送
の
確
保・
利
便
性
向
上

の
た
め
の
協
議
を
行
う
も
の
で
、
今

回
、
市
民
の
方
か
ら
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

対
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
女
性

●
任
期
　
委
員
選
任
の
日
〜
令
和
８

　
年
３
月
31
日

※

年
５
回
程
度
の
会
議
を
開
催
予
定

定
１
人

期
５
月
31
日
金
ま
で

※

同
課
に
備
付
け
の
申
込
書（
市
Ｈ

　
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

　
記
入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。

申
地
域
公
共
交
通
対
策
課

（
☎
内
線
１
４
４
１
）

イ
ベ
ン
ト

旧
松
喜
醤
油
屋
さ
つ
き
展

時
５
月
17
日
金
〜
20
日
月

　
10
時
〜
16
時

内
さ
つ
き
45
点
展
示
予
定

　
５
月
19
日
日
13
時
〜
サ
キ
ソ
フ
ォ

　
ン
と
キ
ー
ボ
ー
ド
の
演
奏
会
あ
り

所
旧
松
喜
醤
油
屋 

問
飯
塚
市
歴
史
資
料
館

（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

第
１
回
い
い
づ
か
環
境
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
：
資
源
を
リ
メ
イ
ク
！

〜
紫
陽
花
の
小
物
づ
く
り
〜

　
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
意
見

交
換
を
行
う「
い
い
づ
か
環
境
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
す
。
令

和
６
年
度
第
１
回
は
、
第
３
次
飯
塚

市
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
の
講
座

の
後
、
身
近
な
資
源
で
あ
る
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
使
っ
て
紫
陽
花
の
小
物
を

工
作
し
ま
す
。

対
中
学
生
以
上

時
５
月
18
日
土
10
時
〜
正
午

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

定
30
人
程
度

申
電
話
受
付

期
５
月
15
日
水
ま
で

問
環
境
整
備
課(

☎
内
線
１
６
５
３)

歯
と
お
口
の
健
康
を
守
る
つ
ど
い

時
６
月
９
日
日
10
時
〜
13
時

所
飯
塚
歯
科
医
師
会
館

内
歯
科
相
談
、
フ
ッ
素
塗
布
、
８
０

　
２
０
表
彰
、
図
画・
ポ
ス
タ
ー・

　
標
語
展
示・
表
彰

問
飯
塚
歯
科
医
師
会

（
☎
０
９
４
８・
22・
２
１
２
４
）

緑
の
カ
ー
テ
ン
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ゴ
ー
ヤ
の
苗
配
布
）

　
飯
塚
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

や
省
エ
ネ
に
有
効
な
緑
の
カ
ー
テ
ン

の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
各
家

庭
や
事
業
所
等
に
て
、
緑
の
カ
ー
テ

ン
の
設
置
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
４
株
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
早
め
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

時
５
月
21
日
火
〜
23
日
木

所
市
役
所
本
庁
舎
２
階
屋
上
広
場

定
３
０
０
人
程
度（
先
着
順
）

期
５
月
７
日
火
〜
15
日
水

持
ゴ
ー
ヤ
の
苗
持
ち
帰
り
袋

申
環
境
整
備
課
へ
電
話
ま
た
は
飯
塚

　
市
公
式
ラ
イ
ン
の
予
約
機
能

※

昨
年
と
配
付
場
所
が
変
わ
り
ま
し

　
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
３
）

そ
の
他

後
期
高
齢
者
健
康
診
査・
歯
科
健
診

　
健
康
診
査
対
象
者
に
は
４
月
下
旬

か
ら
順
次
、
受
診
票
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
歯
科
健
診
対
象
者
に
は
５
月

下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

【
健
康
診
査
】

対
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

※

生
活
習
慣
病
の
治
療
を
受
け
て
い

る
人
も
対
象
で
す（
長
期
入
院
者・
施

設
入
所
者
を
除
く
）。

所
か
か
り
つ
け
医
、
ま
た
は
前
回
健

　
康
診
査
を
受
診
し
た
医
療
機
関

※

ど
こ
に
予
約
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

　
な
い
時
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

料
５
０
０
円

持
保
険
証（
ま
た
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
カ
ー
ド※

）
受
診
票

【
歯
科
健
診
】

対
本
年
度
に
76
歳
〜
80
歳
に
な
る
後

　
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者(

長

　
期
入
院
者
・
施
設
入
所
者
を
除

　
く)

。

時
６
月
〜
12
月

所
指
定
の
歯
科
医
院

※

お
住
ま
い
の
地
域
の
歯
科
医
院
一

　
覧
を
受
診
券
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

料
３
０
０
円

持
保
険
証（
ま
た
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
カ
ー
ド※

）
受
診
券

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
健
康

　
保
険
証
利
用
の
申
込
み
を
す
る
と

　
被
保
険
者
証
と
し
て
利
用
で
き
ま

　
す
。
ま
た
、
利
用
で
き
る
の
は
、

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険
証

　
と
し
て
利
用
で
き
る
医
療
機
関
に

　
限
り
ま
す
。

問
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
０
９
２・
６
５
１・
３
１
１
１
）

第
21
回
得
す
る
街
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　

い
い
づ
か

ま
ち
ゼ
ミ
開
催

時
５
月
17
日
金
〜
６
月
17
日
月

所
飯
塚
中
心
商
店
街

内
飯
塚
の
商
店
主
や
ス
タ
ッ
フ
が
講

　
師
と
な
っ
て
、
お
客
様
に
役
立
つ

　
専
門
知
識
や
技
術
を
講
座
形
式
に

　
し
て
、
無
料
で
教
え
ま
す
。

料
無
料（
材
料
費
は
実
費
負
担
）

期
５
月
９
日
木
申
込
み
開
始（
事
前

　
に
電
話
予
約
必
要・
先
着
順
）

※

詳
し
く
は
商
店
街
各
所
に
あ
る
チ

　
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い

申
飯
塚
市
商
店
街
連
合
会

（
☎
０
９
４
８・
29・
２
１
１
０
）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

対
県
内
に
所
在
す
る
既
存
団
地
の
空

　
き
家
住
宅

期
６
月
４
日
火
〜
12
日
水

　（
申
込
手
数
料
は
不
要
）

●
申
込
用
紙
配
布
場
所

　
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
筑
豊
管
理

　
事
務
所(

あ
い
タ
ウ
ン
３
階)

、
飯

　
塚
市
住
宅
課
、
各
支
所
経
済
建
設
課

申
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
管
理
課

（
☎
０
９
４
８・
21・
３
２
３
２
）

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝
参
加
者
募
集

対
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る

　
戦
没
者
の
遺
族
で
、
健
康
状
態
が

　
良
好
な
人
。

※

参
加
費
用・
申
込
締
切
日
等
、
詳

　
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

時 

所
①
８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬

　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
、
東
部

　
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

②
９
月
上
旬

　
モ
ン
ゴ
ル
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

③
９
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

　
北
ボ
ル
ネ
オ
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国

④
11
月
中
旬
　
硫
黄
島（
第
一
次
）

⑤
11
月
下
旬

　
フ
ィ
リ
ピ
ン（
第
一
次
）

⑥
12
月
上
旬
　
マ
リ
ア
ナ
諸
島

⑦
２
月
中
旬
　
硫
黄
島（
第
二
次
）

⑧
２
月
下
旬
　
フ
ィ
リ
ピ
ン（
第
二

　
次
）

⑨
３
月
上
旬
　
ミ
ャ
ン
マ
ー

申
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
内
線
１
１
５
３

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

　
福
岡
県
保
護・
援
護
課

（
☎
０
９
２・
６
４
３・
３
３
０
１

　
FAX
０
９
２・
６
４
３・
３
３
０
６
）

音
訳・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講

座　
目
の
不
自
由
な
方
々
へ
、
各
種
印

刷
物
や
図
書
な
ど
を
テ
ー
プ・Ｃ
Ｄ

に
吹
き
込
み
、情
報
を
提
供
す
る「
音

訳・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
入
門

講
座
を
行
い
ま
す
。
　

対
全
日
程
参
加
可
能
で
、
講
座
修
了

　
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

　
で
き
る
人

時
６
月
５
日
水・
12
日
水・
19
日
水・

　
26
日
水
13
時
半
〜
15
時

所
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

内
聞
き
取
り
や
す
い
文
章
を
届
け
る

　
た
め
の
基
礎
的
な
学
習

定
10
人

持
筆
記
用
具

期
６
月
４
日
火
ま
で

申
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８・
24・
４
５
０
０

　
FAX
０
９
４
８・
23・
２
２
６
２
）
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「
住
民
税
均
等
割
の
み

課
税
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金（
10
万
円
）」の

申
請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
給
付
金
の
対
象
と
な
り
、
受
給
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
６
年
５
月

10
日
金（※

消
印
有
効
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
者
等
の
詳

細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
飯
塚
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８・
23・
７
８
７
０

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
試
験
放
送

　
緊
急
時
に
お
け
る
住
民
へ
の
迅
速

か
つ
確
実
な
情
報
伝
達
を
行
う
た

め
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
試
験
が

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
内

す
べ
て
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
試
験

放
送
が
流
れ
ま
す
の
で
、
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

時
５
月
22
日
水
11
時
〜

※

災
害
、
北
朝
鮮
情
勢
等
に
よ
り
中

　
止
の
場
合
有

問
防
災
安
全
課（
☎
内
線
１
３
３
４
）

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

金
で
す

　
身
体
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
、

療
育
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の

人
は
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
軽
自
動

車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

※

減
免
は
所
有
車
１
台
分
で
す
。

※

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

期
５
月
31
日
金

問
税
務
課(

☎
内
線
１
０
６
０)

※

減
免
申
請
は
本
庁
税
務
課
で
の
み

　
受
付
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の

巣
の
駆
除
費
用
を

一
部
補
助
し
ま
す

対
市
内
に
あ
る
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

　（
現
に
活
動
し
て
い
る
巣
）
が
あ

　
る
建
物
や
土
地
の
所
有
者
、
使
用

　
者
、
管
理
者

●
要
件

①
巣
を
駆
除
業
者
に
依
頼
し
て
駆
除

　
し
て
い
る
こ
と
。

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

③
駆
除
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
３

　
月
末
日
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
。

●
補
助
金
の
額 

駆
除
費（
消
費
税
お

　
よ
び
地
方
消
費
税
を
除
く
）
の
２

　
分
の
１（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

　
た
だ
し
、
上
限
額
を
５
０
０
０
円

　
と
し
ま
す
。

※

申
請
時
に
は
、
駆
除
前
後
の
写
真

　
や
領
収
書
等
が
必
要
で
す
。
駆
除

　
前
に
、
市
の
Ｈ
Ｐ
で
確
認
ま
た
は

　
電
話
に
て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
類
は
市
Ｈ
Ｐ
ま
た
各
支
所

　
市
民
窓
口
課
に
あ
り
ま
す
。

問
環
境
整
備
課（
☎
内
線
1
6
5
2
）

福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式
及
び
全
国
戦

没
者
追
悼
式

　
参
列
希
望
の
方
は
、
担
当
課
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式

時
８
月
15
日
木

所
福
岡
武
道
館（
福
岡
市
中
央
区
）

期
５
月
31
日
金
ま
で

●
全
国
戦
没
者
追
悼
式

時
８
月
14
日
水
〜
15
日
木

所
日
本
武
道
館（
東
京
都
）

料
旅
費
の
一
部
補
助
あ
り（
差
額
は

本
人
負
担
）

期
５
月
31
日
金
ま
で

申
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

(

☎
内
線
１
１
５
３

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

時
５
月
23
日
木
10
時
〜
15
時
半

所
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
嘉
穂 

穂
波
支
所

時
５
月
23
日
木

　
10
時
〜
12
時
半
、
13
時
半
〜
16
時

所
エ
ー
ブ
ッ
ク
飯
塚
店

時
５
月
29
日
水

　
９
時
半
〜
16
時

所
新
飯
塚
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ（
飯
塚
病

　
院
裏
立
体
駐
車
場
）

問
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課
／
飯
塚

　
市
献
血
推
進
協
議
会

（
☎
内
線
１
１
５
４
、

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
募
集
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

　
日
本
赤
十
字
社
は
災
害
救
護
活
動

を
は
じ
め
、
血
液
事
業
、
国
際
救
援

事
業
な
ど
様
々
な
人
道
的
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
各
種
事

業
を
行
う
上
で
必
要
な
活
動
資
金

は
、
そ
の
多
く
が
皆
様
か
ら
の
寄
付

金
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課
／
日
本

　
赤
十
字
社
飯
塚
市
地
区
事
務
局

（
☎
内
線
１
１
５
４

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

飯
塚
市
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

撤
去
補
助
金
お
よ
び

飯
塚
市
木
造
戸
建
て

住
宅
性
能
向
上
改
修
補
助
金

　
各
補
助
金
の
交
付
申
請
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
ま
た
は
、
市
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
建
築
課（
☎
内
線
１
５
１
４
）

移
住
支
援
金
に
つ
い
て

　
県
外
か
ら
本
市
に
移
住
し
た
方
に

対
し
て
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
東
京・
名
古
屋・
大
阪
の
三
大
都

　
市
圏（
埼
玉
県
、千
葉
県
、東
京
都
、

　
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
、

　
三
重
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵

　
庫
県
、
奈
良
県
）
ま
た
は
前
記
以

　
外
の
県
外
に
５
年
以
上
在
住
し
、

　
転
入
し
て
か
ら
１
年
以
内
、
か
つ

　
就
業
等
の
条
件
を
満
た
す
方

※

前
住
所
に
よ
っ
て
就
業
等
の
条
件

　
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
合

　
せ
ま
た
は
、
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

問
総
合
政
策
課(

☎
内
線
１
３
５
１)

住
宅
改
修
補
助
金
制
度

　
市
内
の
住
宅
改
修
を
市
内
施
工
業

者
に
よ
っ
て
行
う
、
所
有
者
を
対
象

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
の
対
象
者

　
市
内
の
住
宅
の
所
有
者
が
自
ら
現

に
居
住
し
て
い
る
、
ま
た
は
居
住
予

定
で
あ
る
こ
と

●
補
助
の
対
象
と
な
る
工
事

・
着
工
前
で
あ
る
こ
と

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
耐
久
性
向
上
等

　
に
該
当
す
る
工
事

・
工
事
費
が
８
万
円
以
上（
税
抜
）

・
令
和
７
年
２
月
28
日
ま
で
に
完
了

　
届
が
提
出
で
き
る
工
事
等

※

他
要
件
あ
り
。

●
補
助
金
の
額

　
工
事
費
の
10
分
の
１
（
上
限
８
万

　
円※

別
途
子
育
て
加
算
あ
り
）

●
申
請
受
付
締
切

　
令
和
７
年
１
月
31
日

※

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を

　
終
了
し
ま
す
。

※

交
付
対
象
者
の
要
件
な
ど
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
政
策
課(

☎
内
線
１
５
２
６)

戸
建
て
中
古
住
宅

取
得
補
助
金
制
度

　
築
10
年
を
経
過
し
た
戸
建
て
中
古

住
宅
を
購
入
し
、
そ
の
住
宅
の
所
在

地
に
転
入
及
び
転
居
し
た
日
か
ら
１

年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
金
の
額

　
購
入
費
の
10
分
の
１
（
上
限
30
万

　
円※

別
途
子
育
て
加
算
あ
り
）

●
申
請
受
付
締
切

　
令
和
７
年
２
月
17
日

※

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を

終
了
し
ま
す
。

※

交
付
対
象
者
の
要
件
な
ど
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
政
策
課(

☎
内
線
１
５
２
６)

筑
豊
地
域
外
か
ら
の

移
住
者
住
宅
取
得

奨
励
金
制
度

　
筑
豊
地
域
外
か
ら
本
市
に
住
宅

（
新
築・
中
古
）
を
取
得
し
た
移
住
者

を
対
象
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
奨
励
金
の
対
象
者

・
筑
豊
地
域
外
か
ら
の
移
住
者（
転
入

　
の
直
前
３
年
以
上
継
続
し
て
筑
豊

　
地
域
外
に
住
所
を
有
し
て
い
た

　
方
）
で
あ
る
こ
と

・
住
宅
の
契
約
日
が
転
入
日
前
又
は

　
転
入
し
た
日
か
ら
３
年
以
内
で
あ

　
る
こ
と

・
住
宅
の
取
得
日
又
は
移
住
日
の
い

　
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
１
年
以
内
の

　
申
請
で
あ
る
こ
と

※

他
要
件
あ
り
。

●
奨
励
金
の
額

　
基
本
額
１
０
０
万
円（
上
限
は
住

　
宅
購
入
金
額※

別
途
子
育
て
加
算

　
あ
り
）

●
申
請
受
付
締
切

　
令
和
７
年
２
月
17
日

※

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を

　
終
了
し
ま
す
。

※

交
付
対
象
者
の
要
件
な
ど
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
政
策
課(

☎
内
線
１
５
２
６)

令
和
６
年
度
特
別
障
が
い
者
手
当・

福
祉
手
当
の
支
給
額
の
お
知
ら
せ

▼
特
別
障
が
い
者
手
当

　
月
額
２
万
８
８
４
０
円

▼
福
祉
手
当

　
月
額
１
万
５
６
９
０
円

※

定
め
ら
れ
た
額
以
上
の
所
得
が
あ

　
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
内
線
１
１
５
１

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
研
修
事
業
帰

国
報
告
会

　
飯
塚
市
で
は
人
材
育
成
の
一
環
と

し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
研
修
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
３
月
に
姉
妹

都
市
の
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ

ニ
ー
ベ
ー
ル
市
を
訪
問
し
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
や
学
校
登
校
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
中
高
生
20
人
に
よ
る

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
５
月
12
日
日
10
時
〜
11
時
半

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
ー

問
国
際
政
策
課（
☎
内
線
１
６
４
７
）

募
集

ス
マ
ホ
講
座
　
参
加
者
募
集

【
①
災
害
時
の
ス
マ
ホ
活
用
講
座
】

時
６
月
４
日
火
10
時
〜
11
時
半

内
災
害
時
の
ス
マ
ホ
活
用
方
法
の
紹
介

期
５
月
20
日
月
９
時
〜
31
日
金
17
時

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ「
予
約
機

　
能
」
よ
り
受
付

【
②
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
講
座
】

時
６
月
11
日
火
10
時
〜
11
時
半

内
今
話
題
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
通
話
や

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
楽
し
も
う

期
５
月
20
日
月
９
時
〜
定
員
に
達
し

　
次
第
受
付
終
了
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待

　
ち
の
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
生
涯
学
習
ひ
ろ
ば

（
☎
内
線
２
３
０
１
）

【
①
②
の
各
講
座
共
通
事
項
】

所
穂
波
庁
舎
３
階

※

駐
車
場
は
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー

定
20
人（
先
着
順
）

持
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

問
生
涯
学
習
ひ
ろ
ば

（
☎
内
線
２
３
０
１
）

飯
塚
市
図
書
館
運
営
協
議
会
委
員
公

募対
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で
、

　
図
書
館
運
営
に
関
心
の
あ
る
人

●
任
期
　
令
和
６
年
７
月
１
日
〜
令

　
和
８
年
６
月
30
日

定
２
人（
う
ち
１
人
以
上
は
女
性
）

※

応
募
多
数
の
と
き
は
抽
選

期
５
月
24
日
金
ま
で（
必
着
）

申 

問
生
涯
学
習
課

（
☎
０
９
４
８・
22・
３
２
７
４

　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

※

同
課・
市
立
図
書
館
に
備
付
け（
市

　
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
の

　
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直

　
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
で
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

飯
塚
市
地
域
公
共

交
通
協
議
会
及
び

交
通
会
議
委
員
募
集

　
飯
塚
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
及

び
交
通
会
議
は
、
本
市
の
生
活
交
通

に
関
す
る
各
種
計
画
の
策
定
に
係
る

協
議
や
、
地
域
住
民
の
生
活
に
必
要

な
旅
客
運
送
の
確
保・
利
便
性
向
上

の
た
め
の
協
議
を
行
う
も
の
で
、
今

回
、
市
民
の
方
か
ら
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

対
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
女
性

●
任
期
　
委
員
選
任
の
日
〜
令
和
８

　
年
３
月
31
日

※

年
５
回
程
度
の
会
議
を
開
催
予
定

定
１
人

期
５
月
31
日
金
ま
で

※

同
課
に
備
付
け
の
申
込
書（
市
Ｈ

　
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

　
記
入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。

申
地
域
公
共
交
通
対
策
課

（
☎
内
線
１
４
４
１
）

イ
ベ
ン
ト

旧
松
喜
醤
油
屋
さ
つ
き
展

時
５
月
17
日
金
〜
20
日
月

　
10
時
〜
16
時

内
さ
つ
き
45
点
展
示
予
定

　
５
月
19
日
日
13
時
〜
サ
キ
ソ
フ
ォ

　
ン
と
キ
ー
ボ
ー
ド
の
演
奏
会
あ
り

所
旧
松
喜
醤
油
屋 

問
飯
塚
市
歴
史
資
料
館

（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

第
１
回
い
い
づ
か
環
境
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
：
資
源
を
リ
メ
イ
ク
！

〜
紫
陽
花
の
小
物
づ
く
り
〜

　
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
意
見

交
換
を
行
う「
い
い
づ
か
環
境
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
す
。
令

和
６
年
度
第
１
回
は
、
第
３
次
飯
塚

市
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
の
講
座

の
後
、
身
近
な
資
源
で
あ
る
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
使
っ
て
紫
陽
花
の
小
物
を

工
作
し
ま
す
。

対
中
学
生
以
上

時
５
月
18
日
土
10
時
〜
正
午

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

定
30
人
程
度

申
電
話
受
付

期
５
月
15
日
水
ま
で

問
環
境
整
備
課(

☎
内
線
１
６
５
３)

歯
と
お
口
の
健
康
を
守
る
つ
ど
い

時
６
月
９
日
日
10
時
〜
13
時

所
飯
塚
歯
科
医
師
会
館

内
歯
科
相
談
、
フ
ッ
素
塗
布
、
８
０

　
２
０
表
彰
、
図
画・
ポ
ス
タ
ー・

　
標
語
展
示・
表
彰

問
飯
塚
歯
科
医
師
会

（
☎
０
９
４
８・
22・
２
１
２
４
）

緑
の
カ
ー
テ
ン
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ゴ
ー
ヤ
の
苗
配
布
）

　
飯
塚
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

や
省
エ
ネ
に
有
効
な
緑
の
カ
ー
テ
ン

の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
各
家

庭
や
事
業
所
等
に
て
、
緑
の
カ
ー
テ

ン
の
設
置
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
４
株
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
早
め
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

時
５
月
21
日
火
〜
23
日
木

所
市
役
所
本
庁
舎
２
階
屋
上
広
場

定
３
０
０
人
程
度（
先
着
順
）

期
５
月
７
日
火
〜
15
日
水

持
ゴ
ー
ヤ
の
苗
持
ち
帰
り
袋

申
環
境
整
備
課
へ
電
話
ま
た
は
飯
塚

　
市
公
式
ラ
イ
ン
の
予
約
機
能

※

昨
年
と
配
付
場
所
が
変
わ
り
ま
し

　
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
３
）

そ
の
他

後
期
高
齢
者
健
康
診
査・
歯
科
健
診

　
健
康
診
査
対
象
者
に
は
４
月
下
旬

か
ら
順
次
、
受
診
票
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
歯
科
健
診
対
象
者
に
は
５
月

下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

【
健
康
診
査
】

対
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

※

生
活
習
慣
病
の
治
療
を
受
け
て
い

る
人
も
対
象
で
す（
長
期
入
院
者・
施

設
入
所
者
を
除
く
）。

所
か
か
り
つ
け
医
、
ま
た
は
前
回
健

　
康
診
査
を
受
診
し
た
医
療
機
関

※

ど
こ
に
予
約
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

　
な
い
時
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

料
５
０
０
円

持
保
険
証（
ま
た
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
カ
ー
ド※

）
受
診
票

【
歯
科
健
診
】

対
本
年
度
に
76
歳
〜
80
歳
に
な
る
後

　
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者(

長

　
期
入
院
者
・
施
設
入
所
者
を
除

　
く)

。

時
６
月
〜
12
月

所
指
定
の
歯
科
医
院

※

お
住
ま
い
の
地
域
の
歯
科
医
院
一

　
覧
を
受
診
券
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

料
３
０
０
円

持
保
険
証（
ま
た
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
カ
ー
ド※

）
受
診
券

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
健
康

　
保
険
証
利
用
の
申
込
み
を
す
る
と

　
被
保
険
者
証
と
し
て
利
用
で
き
ま

　
す
。
ま
た
、
利
用
で
き
る
の
は
、

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険
証

　
と
し
て
利
用
で
き
る
医
療
機
関
に

　
限
り
ま
す
。

問
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
０
９
２・
６
５
１・
３
１
１
１
）

第
21
回
得
す
る
街
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　

い
い
づ
か

ま
ち
ゼ
ミ
開
催

時
５
月
17
日
金
〜
６
月
17
日
月

所
飯
塚
中
心
商
店
街

内
飯
塚
の
商
店
主
や
ス
タ
ッ
フ
が
講

　
師
と
な
っ
て
、
お
客
様
に
役
立
つ

　
専
門
知
識
や
技
術
を
講
座
形
式
に

　
し
て
、
無
料
で
教
え
ま
す
。

料
無
料（
材
料
費
は
実
費
負
担
）

期
５
月
９
日
木
申
込
み
開
始（
事
前

　
に
電
話
予
約
必
要・
先
着
順
）

※

詳
し
く
は
商
店
街
各
所
に
あ
る
チ

　
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い

申
飯
塚
市
商
店
街
連
合
会

（
☎
０
９
４
８・
29・
２
１
１
０
）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

対
県
内
に
所
在
す
る
既
存
団
地
の
空

　
き
家
住
宅

期
６
月
４
日
火
〜
12
日
水

　（
申
込
手
数
料
は
不
要
）

●
申
込
用
紙
配
布
場
所

　
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
筑
豊
管
理

　
事
務
所(

あ
い
タ
ウ
ン
３
階)

、
飯

　
塚
市
住
宅
課
、
各
支
所
経
済
建
設
課

申
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
管
理
課

（
☎
０
９
４
８・
21・
３
２
３
２
）

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝
参
加
者
募
集

対
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る

　
戦
没
者
の
遺
族
で
、
健
康
状
態
が

　
良
好
な
人
。

※

参
加
費
用・
申
込
締
切
日
等
、
詳

　
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

時 

所
①
８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬

　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
、
東
部

　
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

②
９
月
上
旬

　
モ
ン
ゴ
ル
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

③
９
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

　
北
ボ
ル
ネ
オ
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国

④
11
月
中
旬
　
硫
黄
島（
第
一
次
）

⑤
11
月
下
旬

　
フ
ィ
リ
ピ
ン（
第
一
次
）

⑥
12
月
上
旬
　
マ
リ
ア
ナ
諸
島

⑦
２
月
中
旬
　
硫
黄
島（
第
二
次
）

⑧
２
月
下
旬
　
フ
ィ
リ
ピ
ン（
第
二

　
次
）

⑨
３
月
上
旬
　
ミ
ャ
ン
マ
ー

申
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
内
線
１
１
５
３

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

　
福
岡
県
保
護・
援
護
課

（
☎
０
９
２・
６
４
３・
３
３
０
１

　
FAX
０
９
２・
６
４
３・
３
３
０
６
）

音
訳・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講

座　
目
の
不
自
由
な
方
々
へ
、
各
種
印

刷
物
や
図
書
な
ど
を
テ
ー
プ・Ｃ
Ｄ

に
吹
き
込
み
、情
報
を
提
供
す
る「
音

訳・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
入
門

講
座
を
行
い
ま
す
。
　

対
全
日
程
参
加
可
能
で
、
講
座
修
了

　
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

　
で
き
る
人

時
６
月
５
日
水・
12
日
水・
19
日
水・

　
26
日
水
13
時
半
〜
15
時

所
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

内
聞
き
取
り
や
す
い
文
章
を
届
け
る

　
た
め
の
基
礎
的
な
学
習

定
10
人

持
筆
記
用
具

期
６
月
４
日
火
ま
で

申
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８・
24・
４
５
０
０

　
FAX
０
９
４
８・
23・
２
２
６
２
）
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料

対 定内 託 持 期 申 問

「
住
民
税
均
等
割
の
み

課
税
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金（
10
万
円
）」の

申
請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
給
付
金
の
対
象
と
な
り
、
受
給
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
６
年
５
月

10
日
金（※

消
印
有
効
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
者
等
の
詳

細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
飯
塚
市
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル

　
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８・
23・
７
８
７
０

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
試
験
放
送

　
緊
急
時
に
お
け
る
住
民
へ
の
迅
速

か
つ
確
実
な
情
報
伝
達
を
行
う
た

め
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
試
験
が

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
内

す
べ
て
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
試
験

放
送
が
流
れ
ま
す
の
で
、
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

時
５
月
22
日
水
11
時
〜

※

災
害
、
北
朝
鮮
情
勢
等
に
よ
り
中

　
止
の
場
合
有

問
防
災
安
全
課（
☎
内
線
１
３
３
４
）

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

金
で
す

　
身
体
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
、

療
育
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の

人
は
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
軽
自
動

車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

※

減
免
は
所
有
車
１
台
分
で
す
。

※

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

期
５
月
31
日
金

問
税
務
課(

☎
内
線
１
０
６
０)

※

減
免
申
請
は
本
庁
税
務
課
で
の
み

　
受
付
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の

巣
の
駆
除
費
用
を

一
部
補
助
し
ま
す

対
市
内
に
あ
る
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

　（
現
に
活
動
し
て
い
る
巣
）
が
あ

　
る
建
物
や
土
地
の
所
有
者
、
使
用

　
者
、
管
理
者

●
要
件

①
巣
を
駆
除
業
者
に
依
頼
し
て
駆
除

　
し
て
い
る
こ
と
。

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

③
駆
除
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
３

　
月
末
日
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
。

●
補
助
金
の
額 

駆
除
費（
消
費
税
お

　
よ
び
地
方
消
費
税
を
除
く
）
の
２

　
分
の
１（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

　
た
だ
し
、
上
限
額
を
５
０
０
０
円

　
と
し
ま
す
。

※

申
請
時
に
は
、
駆
除
前
後
の
写
真

　
や
領
収
書
等
が
必
要
で
す
。
駆
除

　
前
に
、
市
の
Ｈ
Ｐ
で
確
認
ま
た
は

　
電
話
に
て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
類
は
市
Ｈ
Ｐ
ま
た
各
支
所

　
市
民
窓
口
課
に
あ
り
ま
す
。

問
環
境
整
備
課（
☎
内
線
1
6
5
2
）

福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式
及
び
全
国
戦

没
者
追
悼
式

　
参
列
希
望
の
方
は
、
担
当
課
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式

時
８
月
15
日
木

所
福
岡
武
道
館（
福
岡
市
中
央
区
）

期
５
月
31
日
金
ま
で

●
全
国
戦
没
者
追
悼
式

時
８
月
14
日
水
〜
15
日
木

所
日
本
武
道
館（
東
京
都
）

料
旅
費
の
一
部
補
助
あ
り（
差
額
は

本
人
負
担
）

期
５
月
31
日
金
ま
で

申
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

(

☎
内
線
１
１
５
３

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

時
５
月
23
日
木
10
時
〜
15
時
半

所
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
嘉
穂 

穂
波
支
所

時
５
月
23
日
木

　
10
時
〜
12
時
半
、
13
時
半
〜
16
時

所
エ
ー
ブ
ッ
ク
飯
塚
店

時
５
月
29
日
水

　
９
時
半
〜
16
時

所
新
飯
塚
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ（
飯
塚
病

　
院
裏
立
体
駐
車
場
）

問
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課
／
飯
塚

　
市
献
血
推
進
協
議
会

（
☎
内
線
１
１
５
４
、

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
募
集
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

　
日
本
赤
十
字
社
は
災
害
救
護
活
動

を
は
じ
め
、
血
液
事
業
、
国
際
救
援

事
業
な
ど
様
々
な
人
道
的
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
各
種
事

業
を
行
う
上
で
必
要
な
活
動
資
金

は
、
そ
の
多
く
が
皆
様
か
ら
の
寄
付

金
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
社
会･

障
が
い
者
福
祉
課
／
日
本

　
赤
十
字
社
飯
塚
市
地
区
事
務
局

（
☎
内
線
１
１
５
４

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

飯
塚
市
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

撤
去
補
助
金
お
よ
び

飯
塚
市
木
造
戸
建
て

住
宅
性
能
向
上
改
修
補
助
金

　
各
補
助
金
の
交
付
申
請
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
ま
た
は
、
市
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
建
築
課（
☎
内
線
１
５
１
４
）

移
住
支
援
金
に
つ
い
て

　
県
外
か
ら
本
市
に
移
住
し
た
方
に

対
し
て
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
東
京・
名
古
屋・
大
阪
の
三
大
都

　
市
圏（
埼
玉
県
、千
葉
県
、東
京
都
、

　
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
、

　
三
重
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵

　
庫
県
、
奈
良
県
）
ま
た
は
前
記
以

　
外
の
県
外
に
５
年
以
上
在
住
し
、

　
転
入
し
て
か
ら
１
年
以
内
、
か
つ

　
就
業
等
の
条
件
を
満
た
す
方

※

前
住
所
に
よ
っ
て
就
業
等
の
条
件

　
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
合

　
せ
ま
た
は
、
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

問
総
合
政
策
課(

☎
内
線
１
３
５
１)

住
宅
改
修
補
助
金
制
度

　
市
内
の
住
宅
改
修
を
市
内
施
工
業

者
に
よ
っ
て
行
う
、
所
有
者
を
対
象

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
の
対
象
者

　
市
内
の
住
宅
の
所
有
者
が
自
ら
現

に
居
住
し
て
い
る
、
ま
た
は
居
住
予

定
で
あ
る
こ
と

●
補
助
の
対
象
と
な
る
工
事

・
着
工
前
で
あ
る
こ
と

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
耐
久
性
向
上
等

　
に
該
当
す
る
工
事

・
工
事
費
が
８
万
円
以
上（
税
抜
）

・
令
和
７
年
２
月
28
日
ま
で
に
完
了

　
届
が
提
出
で
き
る
工
事
等

※

他
要
件
あ
り
。

●
補
助
金
の
額

　
工
事
費
の
10
分
の
１
（
上
限
８
万

　
円※

別
途
子
育
て
加
算
あ
り
）

●
申
請
受
付
締
切

　
令
和
７
年
１
月
31
日

※

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を

　
終
了
し
ま
す
。

※

交
付
対
象
者
の
要
件
な
ど
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
政
策
課(

☎
内
線
１
５
２
６)

戸
建
て
中
古
住
宅

取
得
補
助
金
制
度

　
築
10
年
を
経
過
し
た
戸
建
て
中
古

住
宅
を
購
入
し
、
そ
の
住
宅
の
所
在

地
に
転
入
及
び
転
居
し
た
日
か
ら
１

年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
金
の
額

　
購
入
費
の
10
分
の
１
（
上
限
30
万

　
円※

別
途
子
育
て
加
算
あ
り
）

●
申
請
受
付
締
切

　
令
和
７
年
２
月
17
日

※

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を

終
了
し
ま
す
。

※

交
付
対
象
者
の
要
件
な
ど
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
政
策
課(

☎
内
線
１
５
２
６)

筑
豊
地
域
外
か
ら
の

移
住
者
住
宅
取
得

奨
励
金
制
度

　
筑
豊
地
域
外
か
ら
本
市
に
住
宅

（
新
築・
中
古
）
を
取
得
し
た
移
住
者

を
対
象
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
奨
励
金
の
対
象
者

・
筑
豊
地
域
外
か
ら
の
移
住
者（
転
入

　
の
直
前
３
年
以
上
継
続
し
て
筑
豊

　
地
域
外
に
住
所
を
有
し
て
い
た

　
方
）
で
あ
る
こ
と

・
住
宅
の
契
約
日
が
転
入
日
前
又
は

　
転
入
し
た
日
か
ら
３
年
以
内
で
あ

　
る
こ
と

・
住
宅
の
取
得
日
又
は
移
住
日
の
い

　
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
１
年
以
内
の

　
申
請
で
あ
る
こ
と

※

他
要
件
あ
り
。

●
奨
励
金
の
額

　
基
本
額
１
０
０
万
円（
上
限
は
住

　
宅
購
入
金
額※

別
途
子
育
て
加
算

　
あ
り
）

●
申
請
受
付
締
切

　
令
和
７
年
２
月
17
日

※

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を

　
終
了
し
ま
す
。

※

交
付
対
象
者
の
要
件
な
ど
詳
し
く

　
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
政
策
課(

☎
内
線
１
５
２
６)

令
和
６
年
度
特
別
障
が
い
者
手
当・

福
祉
手
当
の
支
給
額
の
お
知
ら
せ

▼
特
別
障
が
い
者
手
当

　
月
額
２
万
８
８
４
０
円

▼
福
祉
手
当

　
月
額
１
万
５
６
９
０
円

※

定
め
ら
れ
た
額
以
上
の
所
得
が
あ

　
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
内
線
１
１
５
１

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
研
修
事
業
帰

国
報
告
会

　
飯
塚
市
で
は
人
材
育
成
の
一
環
と

し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
研
修
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
３
月
に
姉
妹

都
市
の
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ

ニ
ー
ベ
ー
ル
市
を
訪
問
し
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
や
学
校
登
校
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
中
高
生
20
人
に
よ
る

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
５
月
12
日
日
10
時
〜
11
時
半

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
ー

問
国
際
政
策
課（
☎
内
線
１
６
４
７
）

募
集

ス
マ
ホ
講
座
　
参
加
者
募
集

【
①
災
害
時
の
ス
マ
ホ
活
用
講
座
】

時
６
月
４
日
火
10
時
〜
11
時
半

内
災
害
時
の
ス
マ
ホ
活
用
方
法
の
紹
介

期
５
月
20
日
月
９
時
〜
31
日
金
17
時

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ「
予
約
機

　
能
」
よ
り
受
付

【
②
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
講
座
】

時
６
月
11
日
火
10
時
〜
11
時
半

内
今
話
題
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
通
話
や

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
楽
し
も
う

期
５
月
20
日
月
９
時
〜
定
員
に
達
し

　
次
第
受
付
終
了
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待

　
ち
の
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
生
涯
学
習
ひ
ろ
ば

（
☎
内
線
２
３
０
１
）

【
①
②
の
各
講
座
共
通
事
項
】

所
穂
波
庁
舎
３
階

※

駐
車
場
は
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー

定
20
人（
先
着
順
）

持
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

問
生
涯
学
習
ひ
ろ
ば

（
☎
内
線
２
３
０
１
）

飯
塚
市
図
書
館
運
営
協
議
会
委
員
公

募対
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で
、

　
図
書
館
運
営
に
関
心
の
あ
る
人

●
任
期
　
令
和
６
年
７
月
１
日
〜
令

　
和
８
年
６
月
30
日

定
２
人（
う
ち
１
人
以
上
は
女
性
）

※

応
募
多
数
の
と
き
は
抽
選

期
５
月
24
日
金
ま
で（
必
着
）

申 

問
生
涯
学
習
課

（
☎
０
９
４
８・
22・
３
２
７
４

　
FAX
０
９
４
８・
22・
３
６
０
９
）

※

同
課・
市
立
図
書
館
に
備
付
け（
市

　
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
の

　
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直

　
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
で
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

飯
塚
市
地
域
公
共

交
通
協
議
会
及
び

交
通
会
議
委
員
募
集

　
飯
塚
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
及

び
交
通
会
議
は
、
本
市
の
生
活
交
通

に
関
す
る
各
種
計
画
の
策
定
に
係
る

協
議
や
、
地
域
住
民
の
生
活
に
必
要

な
旅
客
運
送
の
確
保・
利
便
性
向
上

の
た
め
の
協
議
を
行
う
も
の
で
、
今

回
、
市
民
の
方
か
ら
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

対
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
女
性

●
任
期
　
委
員
選
任
の
日
〜
令
和
８

　
年
３
月
31
日

※

年
５
回
程
度
の
会
議
を
開
催
予
定

定
１
人

期
５
月
31
日
金
ま
で

※

同
課
に
備
付
け
の
申
込
書（
市
Ｈ

　
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

　
記
入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。

申
地
域
公
共
交
通
対
策
課

（
☎
内
線
１
４
４
１
）

イ
ベ
ン
ト

旧
松
喜
醤
油
屋
さ
つ
き
展

時
５
月
17
日
金
〜
20
日
月

　
10
時
〜
16
時

内
さ
つ
き
45
点
展
示
予
定

　
５
月
19
日
日
13
時
〜
サ
キ
ソ
フ
ォ

　
ン
と
キ
ー
ボ
ー
ド
の
演
奏
会
あ
り

所
旧
松
喜
醤
油
屋 

問
飯
塚
市
歴
史
資
料
館

（
☎
０
９
４
８・
25・
２
９
３
０
）

第
１
回
い
い
づ
か
環
境
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
：
資
源
を
リ
メ
イ
ク
！

〜
紫
陽
花
の
小
物
づ
く
り
〜

　
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
意
見

交
換
を
行
う「
い
い
づ
か
環
境
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
す
。
令

和
６
年
度
第
１
回
は
、
第
３
次
飯
塚

市
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
の
講
座

の
後
、
身
近
な
資
源
で
あ
る
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
使
っ
て
紫
陽
花
の
小
物
を

工
作
し
ま
す
。

対
中
学
生
以
上

時
５
月
18
日
土
10
時
〜
正
午

所
飯
塚
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

定
30
人
程
度

申
電
話
受
付

期
５
月
15
日
水
ま
で

問
環
境
整
備
課(

☎
内
線
１
６
５
３)

歯
と
お
口
の
健
康
を
守
る
つ
ど
い

時
６
月
９
日
日
10
時
〜
13
時

所
飯
塚
歯
科
医
師
会
館

内
歯
科
相
談
、
フ
ッ
素
塗
布
、
８
０

　
２
０
表
彰
、
図
画・
ポ
ス
タ
ー・

　
標
語
展
示・
表
彰

問
飯
塚
歯
科
医
師
会

（
☎
０
９
４
８・
22・
２
１
２
４
）

緑
の
カ
ー
テ
ン
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ゴ
ー
ヤ
の
苗
配
布
）

　
飯
塚
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

や
省
エ
ネ
に
有
効
な
緑
の
カ
ー
テ
ン

の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
各
家

庭
や
事
業
所
等
に
て
、
緑
の
カ
ー
テ

ン
の
設
置
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
４
株
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
お
早
め
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

時
５
月
21
日
火
〜
23
日
木

所
市
役
所
本
庁
舎
２
階
屋
上
広
場

定
３
０
０
人
程
度（
先
着
順
）

期
５
月
７
日
火
〜
15
日
水

持
ゴ
ー
ヤ
の
苗
持
ち
帰
り
袋

申
環
境
整
備
課
へ
電
話
ま
た
は
飯
塚

　
市
公
式
ラ
イ
ン
の
予
約
機
能

※

昨
年
と
配
付
場
所
が
変
わ
り
ま
し

　
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
環
境
整
備
課（
☎
内
線
１
６
５
３
）

そ
の
他

後
期
高
齢
者
健
康
診
査・
歯
科
健
診

　
健
康
診
査
対
象
者
に
は
４
月
下
旬

か
ら
順
次
、
受
診
票
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
歯
科
健
診
対
象
者
に
は
５
月

下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

【
健
康
診
査
】

対
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

※

生
活
習
慣
病
の
治
療
を
受
け
て
い

る
人
も
対
象
で
す（
長
期
入
院
者・
施

設
入
所
者
を
除
く
）。

所
か
か
り
つ
け
医
、
ま
た
は
前
回
健

　
康
診
査
を
受
診
し
た
医
療
機
関

※

ど
こ
に
予
約
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

　
な
い
時
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

料
５
０
０
円

持
保
険
証（
ま
た
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
カ
ー
ド※

）
受
診
票

【
歯
科
健
診
】

対
本
年
度
に
76
歳
〜
80
歳
に
な
る
後

　
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者(

長

　
期
入
院
者
・
施
設
入
所
者
を
除

　
く)

。

時
６
月
〜
12
月

所
指
定
の
歯
科
医
院

※

お
住
ま
い
の
地
域
の
歯
科
医
院
一

　
覧
を
受
診
券
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

料
３
０
０
円

持
保
険
証（
ま
た
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
カ
ー
ド※

）
受
診
券

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
健
康

　
保
険
証
利
用
の
申
込
み
を
す
る
と

　
被
保
険
者
証
と
し
て
利
用
で
き
ま

　
す
。
ま
た
、
利
用
で
き
る
の
は
、

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険
証

　
と
し
て
利
用
で
き
る
医
療
機
関
に

　
限
り
ま
す
。

問
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
０
９
２・
６
５
１・
３
１
１
１
）

第
21
回
得
す
る
街
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　

い
い
づ
か

ま
ち
ゼ
ミ
開
催

時
５
月
17
日
金
〜
６
月
17
日
月

所
飯
塚
中
心
商
店
街

内
飯
塚
の
商
店
主
や
ス
タ
ッ
フ
が
講

　
師
と
な
っ
て
、
お
客
様
に
役
立
つ

　
専
門
知
識
や
技
術
を
講
座
形
式
に

　
し
て
、
無
料
で
教
え
ま
す
。

料
無
料（
材
料
費
は
実
費
負
担
）

期
５
月
９
日
木
申
込
み
開
始（
事
前

　
に
電
話
予
約
必
要・
先
着
順
）

※

詳
し
く
は
商
店
街
各
所
に
あ
る
チ

　
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い

申
飯
塚
市
商
店
街
連
合
会

（
☎
０
９
４
８・
29・
２
１
１
０
）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

対
県
内
に
所
在
す
る
既
存
団
地
の
空

　
き
家
住
宅

期
６
月
４
日
火
〜
12
日
水

　（
申
込
手
数
料
は
不
要
）

●
申
込
用
紙
配
布
場
所

　
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
筑
豊
管
理

　
事
務
所(

あ
い
タ
ウ
ン
３
階)

、
飯

　
塚
市
住
宅
課
、
各
支
所
経
済
建
設
課

申
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
管
理
課

（
☎
０
９
４
８・
21・
３
２
３
２
）

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝
参
加
者
募
集

対
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る

　
戦
没
者
の
遺
族
で
、
健
康
状
態
が

　
良
好
な
人
。

※

参
加
費
用・
申
込
締
切
日
等
、
詳

　
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

時 

所
①
８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬

　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
、
東
部

　
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

②
９
月
上
旬

　
モ
ン
ゴ
ル
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

③
９
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

　
北
ボ
ル
ネ
オ
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国

④
11
月
中
旬
　
硫
黄
島（
第
一
次
）

⑤
11
月
下
旬

　
フ
ィ
リ
ピ
ン（
第
一
次
）

⑥
12
月
上
旬
　
マ
リ
ア
ナ
諸
島

⑦
２
月
中
旬
　
硫
黄
島（
第
二
次
）

⑧
２
月
下
旬
　
フ
ィ
リ
ピ
ン（
第
二

　
次
）

⑨
３
月
上
旬
　
ミ
ャ
ン
マ
ー

申
社
会・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
内
線
１
１
５
３

　
FAX
０
９
４
８・
21・
６
３
５
６
）

　
福
岡
県
保
護・
援
護
課

（
☎
０
９
２・
６
４
３・
３
３
０
１

　
FAX
０
９
２・
６
４
３・
３
３
０
６
）

音
訳・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講

座　
目
の
不
自
由
な
方
々
へ
、
各
種
印

刷
物
や
図
書
な
ど
を
テ
ー
プ・Ｃ
Ｄ

に
吹
き
込
み
、情
報
を
提
供
す
る「
音

訳・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
入
門

講
座
を
行
い
ま
す
。
　

対
全
日
程
参
加
可
能
で
、
講
座
修
了

　
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

　
で
き
る
人

時
６
月
５
日
水・
12
日
水・
19
日
水・

　
26
日
水
13
時
半
〜
15
時

所
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

内
聞
き
取
り
や
す
い
文
章
を
届
け
る

　
た
め
の
基
礎
的
な
学
習

定
10
人

持
筆
記
用
具

期
６
月
４
日
火
ま
で

申
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
８・
24・
４
５
０
０

　
FAX
０
９
４
８・
23・
２
２
６
２
）

部
長

▼
行
政
経
営
部
長 （
兼
） 

公
民
連 

　
携
推
進
室
長
　
福
田 

憲
一 

　（
市
民
環
境
部
長
） 

▼
市
民
環
境
部
長
　
長
尾 

恵
美
子

　（
福
祉
部
長
）

▼
こ
ど
も
未
来
部
長
　
林 

利
恵

　（
福
祉
部
次
長 ﹇
こ
ど
も
政
策
担
当
﹈）

▼
福
祉
部
長 （
兼
） 

生
活
応
援
臨
時
対
策
室

　
長
　
東 

剛
史
（
行
政
経
営
部
長
）  

部
次
長 

▼
市
民
協
働
部
次
長
　
内
田 
博
茂

　（
生
活
支
援
課
長
）

▼
経
済
部
公
営
競
技
事
業
所
長
　
松
尾 
修
二

　（
庄
内
支
所
市
民
窓
口
課
長
） 

課
長 

【
行
政
経
営
部
】

▼
財
産
活
用
課
長 （
兼
） 

公
民
連
携
推
進
室 

　﹇
公
共
施
設
担
当
主
幹
﹈　
太
田 

智
広 

　（
議
会
事
務
局
次
長
）  

【
市
民
協
働
部
】 

▼
人
権
・
同
和
政
策
課
長
　
坂
口 

信
治

　（
文
化
課
長
） 

▼
男
女
共
同
参
画
推
進
課
長
　
田
代 

千
明

　（
市
民
課
長
補
佐
） 

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
　
今
林 

直
久 

　（
特
産
品
振
興
・
ふ
る
さ
と
応
援
課
長
） 

【
市
民
環
境
部
】 

▼
環
境
対
策
課
長
　
白
石 

善
彦

　（
財
産
活
用
課
長
） 

【
経
済
部
】 

▼
特
産
品
振
興
・
ふ
る
さ
と
応
援
課
長

　
瓜
生 

敦
之 （
感
染
症
対
策
室
主
幹
） 

【
こ
ど
も
未
来
部
】 

▼
こ
ど
も
政
策
課
長
　
森 

周
一 

　（
子
育
て
支
援
課
長
補
佐
）

▼
こ
ど
も
家
庭
課
長
　
斎
藤 

浩

　（
子
育
て
支
援
課
長
）

【
福
祉
部
】 

▼
高
齢
者
支
援
課
長
　
村
上 

光 

　（
高
齢
介
護
課
長
） 

▼
介
護
保
険
課
長
　
許
斐 
友
美
子 

　（
監
査
事
務
局
長
） 

▼
生
活
支
援
課
長
　
山
野 

陽
治

　（
生
活
支
援
課
長
補
佐
） 

【
都
市
建
設
部
】 

▼
建
設
政
策
課
長
　
毛
利 

誠 

　（
建
設
政
策
課
長
補
佐
） 

▼
住
宅
課
長
　
畠
井 

秀
三

　（
穎
田
支
所
経
済
建
設
課
長
） 

▼
農
業
土
木
課
長
　
田
中 

勝
之

　（
土
木
管
理
課
長
補
佐
）

【
庄
内
支
所
】 

▼
市
民
窓
口
課
長
　
小
村 

慎
次

　（
環
境
対
策
課
長
） 

【
頴
田
支
所
】 

▼
経
済
建
設
課
長
　
井
上 

尊
之 （
住
宅
課
長
） 

【
議
会
事
務
局
】 

▼
議
会
事
務
局
次
長
　
上
野 

恭
裕

　（
人
権
・
同
和
政
策
課
長
） 

【
監
査
事
務
局
】 

▼
監
査
事
務
局
長
　
永
野 

智
美

　（
男
女
共
同
参
画
推
進
課
長
） 

【
教
育
部
】 

▼
文
化
課
長
　
瀬
尾 

善
忠

　（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
） 

市
職
員
の
人
事
異
動 （
課
長
以
上
）〈
令
和
6
年
4
月
1
日
付
〉（ 

）
は
前
職
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休日在宅当番医のご案内（診療時間　９時～１７時）
【凡例】（内）…内科、（小）…小児科、（外）…外科、（整）…整形外科、（リ）…リハビリテーション科、（耳）…耳鼻咽喉科、（胃）…胃腸科、（胃内）…胃腸内科、（消）…消化器科、
（消内）…消化器内科、（消外）…消化器外科、（循）…循環器科、（循内）…循環器内科、（腎）…腎臓内科、（糖内）…糖尿病内科、（呼）…呼吸器科、（皮）…皮膚科、（脳）…脳神経外科、
（神）…神経内科、（泌）…泌尿器科、（眼）…眼科、（産）…産婦人科、（ア）…アレルギー科、　　（総）…総合診療科、（放）…放射線科

医療機関、診療科等が変更となったり、やむを得ず休診となる場合がありますので、当日の新聞紙面または飯塚医師会のホームページをご覧いただくか、
医療機関へ連絡していただき、今一度ご確認をお願いします。

5月３日
（金・祝）

5月４日
（土・祝）

5月５日
（日・祝）

5月6日
（月・振替）

5月12日
（日）

5月19日
（日）

5月26日
（日）

6月2日
（日）

飯塚市菰田西 1-6-24
あい内科・消化器科クリニック

( 内 )( 消 )
0948-22-0703

飯塚市吉原町 537
いいづかこども診療所

( 小 )
0948-80-5630

飯塚市横田 325-1
奈田クリニック
( 内 )( 小 )( 外 )

0948-24-5080

飯塚市川津 84-1
ひじい小児科クリニック

( 小 )
0948-21-6661

飯塚市菰田西 1-4-3
近藤医院

( 内 )( 小 )( 消 )
0948-22-2899

飯塚市西町 4-38
千手医院
( 内 )( 呼 )

0948-22-3363

飯塚市新飯塚 18-12
津川診療所

( 小 )
0948-22-1466

飯塚市潤野 855
二宮医院
( 内 )( 小 )

0948-22-3272

飯塚市横田 770-3
共立病院

( 内 )
0948-22-0725

飯塚市伊川 1243-1
社会保険二瀬病院

( 内 )
0948-22-1526

飯塚市柏の森 946-6
新飯塚診療所

( 内 )
0948-22-2680

飯塚市西町 1-4
なかしま内科・糖尿病・

腎クリニック ( 内 )
0948-22-8811

飯塚市菰田西 2-3-52
みやじま内科・

呼吸器内科クリニック ( 内 )
0948-23-0578

飯塚市鯰田 2219-20
らそうむ内科笑顔で百歳

クリニック ( 内 )
0948-43-3151

飯塚市片島 2-16-30
飯塚腎クリニック

( 内 )
0948-21-8877

飯塚市伊岐須 847-5
石橋外科内科医院

( 内 )( 外 )( 整 )( 胃内 )
0948-23-0400

飯塚市有井 355-83
江藤外科胃腸科

( 外 )( 胃 )
0948-82-2381

飯塚市吉原町 10-6
青山外科医院

( 外 )( 整 )
0948-22-0212

飯塚市柏の森 432-5
かやの森皮膚クリニック

( 皮 )
0948-21-0370

飯塚市柏の森 1-1
よしかわ整形外科

( 整 )( リ )
0948-30-2009

飯塚市枝国長浦 666-48
前田眼科クリニック

( 眼 )
0948-43-3558

飯塚市飯塚 10-10
松岡産婦人科医院

( 産 )
0948-24-7963

飯塚市吉原町 10-6
青山外科医院

( 外 )( 整 )
0948-22-0212

飯塚市吉原町 10-6
青山外科医院

( 外 )( 整 )
0948-22-0212

飯塚市平塚 88-2
塚本クリニック
( 内 )( 外 )( 消 )

0948-72-4388

飯塚市長尾 884-22
内野内科クリニック

( 内 )
0948-52-6600

飯塚市枝国長浦 666-48
前田眼科クリニック

( 眼 )
0948-43-3558

飯塚市堀池 254-1
なかおクリニック

( 内 )
0948-21-5755

嘉穂郡桂川町土師 28
石田病院

( 内 )
0948-62-2788

飯塚市長尾 884-22
内野内科クリニック

( 内 )
0948-52-6600

嘉穂郡桂川町土師 2361-8
大村内科医院

( 内 )( 消 )
0948-65-0016

嘉穂郡桂川町土師 2199-11
きはら内科消化器科医院

( 内 )( 消 )
0948-20-9015

嘉麻市中益 420-1
鎌田病院
( 内 )( 外 )

0948-57-3522

嘉麻市鴨生 532
西野病院

 ( 内 )( 外 )
0948-42-1114

嘉麻市下山田 423
平塚医院

( 外 )
0948-52-0320

嘉麻市大隈町 1118-3
吉原医院
( 内 )( 外 )

0948-57-0355"

嘉麻市漆生 1579-1
大森外科医院

( 外 )
0948-42-0606

嘉麻市漆生 1603
金丸医院

( 内 )
0948-42-0035

嘉麻市上山田 1237
嘉麻赤十字病院
( 内 )( 小 )( 外 )

0948-52-0861

嘉麻市鴨生 94-29
菊原内科クリニック

( 内 )
0948-43-1005

【飯塚市立病院よりお願い】
※初診の方は、かかりつけ医より紹介状を持参していただくようお願いします。
※マイナンバーカードの保険証利用には、さまざまなメリットがありますので、是非一度ご利用下さい。

医 療  あ れ こ れ
テーマ：人は作業をすることで元気になれる

　『人は作業をすることで元気になれる』これは、私
が所属している日本作業療法士協会が提唱している言
葉です。
　私が学んだ作業療法学では、『生活を構成している
ものはすべて作業である』また、作業活動と生活を結
び付けて『人の日々の生活、そしてその連続である人
生は、作業活動によって成り立っている』として、作
業活動と生活とのかかわりの深さを提案しています。
生活と作業との関係には、大きく分けて「日常生活活
動」「仕事・生産的活動」「遊び・余暇活動」があり
ます。日常生活活動とは、排泄や食事、入浴や更衣、
歯磨きや洗顔などの整容動作のことです。仕事・生産
的活動とは、家事や何らかの収入を得る行動、学生で
あれば学業などです。遊び・余暇活動とは、自由な時
間における趣味や娯楽、地域活動などへの参加活動を
言います。
　私たちは、排泄や食事など身の回りのこと（作業）
が不自由なくできる以外に、趣味や楽しみな活動、ま
た友人や地域の方々との交流を通して、その人にとっ
て意味のある作業を行うことによって、満足感や充実

感を得られるとされています。そして、満足、充実し
た生活習慣を取得することにより元気に生活ができる
と言われています。このように趣味を通して、人との
交流が広がり、適度な運動、また五感が豊かになるこ
とで、日々の生活に癒しを感じることも心身の健康に
繋がると思います。なお、特に趣味や好きなことがな
いと言われる方でも、何気なく行っている作業があな
たの心身の健康を維持し、満足感や充実感に繋がって
いるかもしれません。
　昨今、病気や心身の障がいがあっても、日常生活動
作や家事動作、仕事、余暇活動など、その人にとって
意味のある作業に着目し、リハビリ介入や地域での支
援が推進されています。病気やケガなどで、今までの
ように作業ができなくなったとしても、環境やその作
業を行う手段を調整しながら、日常生活動作や家事、
社会参加に関する作業を実行している方ほど充実（満
足感の高い）した生活を過ごされているようです。
　以上より私たちは、『人は作業をすることで元気に
なれる！』と提唱しています。

飯塚市立病院 
リハビリテーション室　　
作業療法士　

佐藤 未央
さとう　　みお
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【開所日】月曜日～土曜日
　　　　　(街なか子育てひろばは、日曜・祝日も開いています )

【開所時間】8時半～17時 
イベントの内容5月13日～6月10日の一部抜粋です 
イベント参加には予約が必要なものがあります

5月子育て支援センターイベント 街なか子育てひろば
筑穂子育て支援センター
庄内子育て支援センター　

頴田子育て支援センター
　
穂波子育て支援センター　

イベント等については決まり次第
市のホームページでお知らせいたします。　

　　　　　　　住　　　所
本町 11-10( よかもん通り )                  
長尾 1242 番地の 1( 筑穂支所 3 階 ) 
綱分 791-4( 庄内図書館横 )

秋松 408( 穂波交流センター 2 階 )

TEL&FAX
0948-22-3809
0948-72-2970
0948-82-0089

0948-21-0066

日

5/13

14

15

16

20

21

23

24

25

27

28

29

30

6/1

3

4

6

10

曜

月

火

水

木

月

火

木

金

土

月

火

水

木

土

月

火

木

月

時間

9時半～11時半 ,13時～15時

10時半～11時半

9時半～11時半 ,13時～15時

10時～10時45分

10時半～

9時半～

10時半～11時

10時～10時45分

10時半～

10時～

10時半～11時半

10時～12時

10時半～

10時半～

10時半～11時半

10時半～11時半

10時半～11時半

10時15分～11時15分

10時半～11時半

10時半～

10時半～11時

10時15分～11時半

9時半～11時半 ,13時～15時

9時半～11時半 ,13時～15時

10時半～11時半

10時～11時

10時～11時半

10時～12時

10時半～11時半

9時半～11時半 ,13時～15時

イベント内容

スクラップブッキング ( 写真を持って来てね！)

福祉センターで遊ぼう

スクラップブッキング ( 写真を持って来てね！)

ベビーマッサージ

制作「おとけいさん」

初めてのキッズカット♪(6 人限定 )

5 月生まれのお誕生日会

ベビーマッサージ ( 初めての方優先、4 組限定 )

つどいであそぼう

こんにちはあかちゃん

親子ヨガ

晴れたら公園！( 雨天中止 )※現地集合・自由解散　

おさんぽ

合同育児講座　熊丸先生とあそぼう

かててひろば「親子 DE 音楽あそび」緒方恵美先生

おたんじょう会・身体測定・保健師相談

ペーパーバック制作

親子ヨガ (10 組限定 )

福祉センターで遊ぼう

お誕生会・お話会

おはなし！おはなし！

かててひろば「親子 DE あそぼう！」

スクラップブッキング ( 写真だけ持参してね )

スクラップブッキング ( 写真だけ持参してね )

乳幼児の歯磨き指導

保健師相談

ハハコの何でも相談室

晴れたら公園！( 雨天中止 )※現地集合・自由解散　

きらきらサークル「作ってあそぼう」

スクラップブッキング ( 写真を持って来てね！)

予約受付開始日

予約不要

予約不要

予約不要

5/7 火

予約不要

5/8 水

5/1 水

5/9 木

5/6 月

予約不要

5/13 月

予約不要

予約不要

5/14 火

5/17 金

予約不要

5/18 土

5/20 月

予約不要

予約不要

予約不要

5/23 木

予約不要

予約不要

5/27 月

先着 10 組

予約不要

予約不要

5/27 月

予約不要

場所

穂波子育て支援センター

筑穂保健福祉総合センター

穂波子育て支援センター

庄内交流センター 和室

街なか子育てひろば

庄内子育て支援センター ワーク室1

穂波子育て支援センター

穂波交流センター2階和室

つどいの広場いいづか

街なか子育てひろば

筑穂子育て支援センター

穂波パークシティ桜ヶ丘遊園

街なか子育てひろば出発

穂波福祉総合センター

庄内交流センター 大研修室

筑穂子育て支援センター

筑穂子育て支援センター

穂波交流センター2階和室

筑穂保健福祉総合センター

街なか子育てひろば

庄内図書館

穂波交流センター大ホール

庄内子育て支援センター

庄内子育て支援センター

筑穂子育て支援センター

街なか子育てひろば

穂波子育て支援センター内

大将陣公園

穂波福祉総合センター

穂波子育て支援センター

問合せ先

穂波

筑穂

穂波

庄内

街なか

庄内

穂波

穂波

街なか

街なか

筑穂

庄内

街なか

街なか

庄内

筑穂

筑穂

穂波

筑穂

街なか

庄内

穂波

庄内

庄内

筑穂

街なか

穂波

庄内

街なか

穂波
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図書館だより
飯塚市立図書館キャラクターぼたぼん

休館日の
お知らせ

※イベントは中止となる可能性があります。最新の情報はホームページでご確認ください。

飯塚図書館　 (℡0948-22-5552/Fax0948-22-5770)9 時半～ 19 時　穂波図書館 (℡0948-29-1172)　9 時～ 17 時
ちくほ図書館 (℡0948-72-3849/Fax0948-72-3854)9 時半～ 18 時　頴田図書館 (℡0948-92-3760)　9 時～ 17 時
庄内図書館　 (℡0948-82-4155/Fax0948-82-2188)9 時半～ 18 時　叞：info@iizuka-library.jp

身近な自然に触れ合い、植物や昆虫、野鳥などを
観察してみませんか？

今年は、秋から春に変更して開催！図書館で役目を
終えた一般書や雑誌を無償でご提供します。

5月3日（金）～6日（月）10時～16時
イイヅカコミュニティセンター 2階 展示ホール
飯塚図書館

飯塚図書館　本のリサイクル市

一日図書館職員体験

【飯塚】7日火・13日・21日火・27日
【ちくほ・庄内・穂波】
　7日火・13日・20日・27日

【頴田】土・日・㊗

飯塚市立図書館に関する
「もっと知りたい！」はこちら

公式 X( 旧 Twitter)
「ぼたぼんのつぶやき」
@iizukacity_lib

飯塚市立図書館
ホームページ
www.iizuka-library.jp

公式 Instagram
iizuka_library_official

『全国一斉自然観察会』参加者募集

6月2日（日）9時10分（受付）～15時（少雨決行）
※雨天の場合：6月9日（日）に延期
添田町英彦山山麓
福太郎英彦山工場下駐車場

（添田町英彦山1881-12）
先着30人
資料・保険代：200円（小学生以下100円）
飯塚図書館
5月8日（水）9時半～5月24日（金）18時まで
※事前受付のみ（当日、現地受付不可）
飯塚図書館、または
筑豊博物研究会　久保山　雄二
　　　　　　　　(☎090-8351-6578）

と き

場 所
集 合 場 所

定 員
参 加 費
申 込

問 合 せ

と き
対 象
問 合 せ

7月23日（火）～26日（金）のうち1日間
13時半（集合）～17時
飯塚・ちくほ・庄内・穂波図書館
飯塚市内在住・在学の小学3年生
56人（飯塚24人、ちくほ・庄内各12人、穂波8人）
6月1日（土）～16日（日）

と き

場 所
対 象
定 員
申 込

※申込用紙に記入し、各図書館へお持ちください
※応募者多数の場合は抽選となります ※詳しくは HPでご確認ください

く ぼ や ま 　 　 ゆ う じ

ごみの捨て方は飯塚市のLINEに聞くだけ！
＼友だちになれば毎日のくらしがとっても便利に／

●お問合せ　情報管理課（☎内線 1674）

お友達
登録は
こちら

「やかん」って何ごみ
で捨てるんだろう？
問い合わせたいけど
今は夜中だし…

え？そんなことが
できるの？

「やかん」は不燃ごみ
なんだね♪
友だちにも教えよっと！

じゃあ「LINE」で
聞いてみたらいいよ！

LINE で飯塚市とお友達に
なっていたら、ワードを
入力するだけでごみの
種類を答えてくれるよ

やかん

ここを
タップ

調べたいワードを
入力してね

すぐに答えが
返ってくるよ
(約800種類のごみに対応 )

送信を
タップ

ステップ1 ステップ3

ステップ2
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無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー（
5
月
）

女
性
の
た
め
の

人
権
に
つ
い
て

2日・9日・30日 (木）17時15分～19時
16日・23日（木）17時15分～20時

9日・23日（木）13時～16時

1日・8日・15日・22日（水）13時～16時

1日（水）10時～正午

16日（木）10時～正午

9日 (木）13時～15時

15日 (水）13時～15時

平日13時～16時

毎週木曜日17時～19時 

24日 (金）13時～16時

16日 (木）13時～16時（相談時間30分）

21日 (火）13時～16時 

7日・14日・28日 (火）
10時～正午、13時～16時

11日 (土）13時半～16時 

平日9時～16時 

平日8時半～17時15分 

2日・16日 (木）

13日・27日 (月）

平日8時半～17時15分 
平日8時半～17時 

10時～正午
14時～16時
10時～正午
14時～16時

税務課 (☎内線1062～1068) 納税1・2係直通 (☎0948-22-5525)
※今月の納期は「固定資産税」「軽自動車税」です。

飯塚市役所本庁

イイヅカ
コミュニティセンター

市民交流プラザ

飯塚市役所本庁

飯塚法律相談センター(☎0948-28-7555)

飯塚市役所本庁

飯塚市役所本庁

福岡法務局　飯塚支局

飯塚市役所本庁5階
北会議室

立岩交流センター

サン・アビリティーズ
いいづか

福岡県ひとり親家庭等就業・自立支援センター
飯塚ブランチ（☎0948-21-0390） 

こども家庭課（☎内線1127・1128）
子どもなんでも相談（☎0948-26-7733） 
筑穂人権啓発センター
穂波人権啓発センター
庄内交流センター別館
頴田交流センター
飯塚市役所本庁4階
NPO法人人権ネットいいづか

男女共同参画推進センター
サンクス
(☎0948-22-7058)

市民活動支援課
(☎内線1437)

市民活動支援課
(☎内線1437)

市民活動支援課
(☎内線1437)

法テラス福岡
(☎050-3383-5502)

国際政策課（☎内線1647）

直方年金事務所
(☎0949-22-0891)
いずみ会
(☎090-5386-4116)

人権・同和政策課
人権相談ダイヤル
☎　0948-43-4764
FAX 0948-23-7048

☎/FAX　0948-24-7582

不要

要

優先

要

要

不要

要

不要

要

不要

要

不要

不要

不要

不要

要
不要

飯塚市民のマイナンバーカードの申請
及び交付の休日窓口を開設します！
日時：5月26日（日）　受付時間　９：00 ～16：00
場所：飯塚市役所　１階　市民課
◎休日窓口開設日に限り、交付場所（交付通知書「ハガキ」に記載）が本庁以外の人も
飯塚市役所市民課窓口で受け取りができます。
詳しくは、市から郵送する交付通知書をご確認ください。
◎マイナンバーカードの申請に必要なもの（有効期限内のもの）
　本人確認書類（Ａのうち１点、またはＢのうち２点）
　Ａ　運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード（顔写真付き）など
　Ｂ　健康保険証、介護保険証、年金手帳、子ども医療証、親子健康手帳（母子健康手帳）など
※有効期限の定めがあるものは有効期限内のものに限ります。
※通知カードをお持ちでなくても申請できます。
◎天候などにより、日程を変更する場合があります。ご確認のうえお越しください。

顔写真は窓口で
無料で撮れます。

夜間納税相談

法律相談

行政相談

法律相談

くらしの手続き無料相談会

法テラス無料法律相談会

専門家による外国人無料相談会

年金相談
精神障がい者家族相談員による相談会

家庭児童相談室

養育費の無料電話相談

人権相談出張窓口

人権相談

一般相談
職場の悩み相談
就業支援相談

(納付受付、口座振替、納税に関する相談など)

(行政に関する苦情、意見・要望など )

※年度 (4～3月 )で1人1回30分
(相続、離婚、借金、交通事故など )

(成年後見制度、相続、官公庁署への
許認可申請手続など )

（※予約の電話の際に要件等を確認します）

(外国人ビザ、雇用、国際結婚など )

(母子家庭、父子家庭、離婚協議中の人 )

(子どもに関する相談、ひとり親家庭に対する相談 )

女性弁護士
による

女性相談員
による

女性相談員
による

女性相談員
による

相談内容 とき ところ 申込み・問合せ予約

●お問合せ　市民課（☎内線１０１３）



※申込期限前でも、定員になり次第、参加の申込受付を終了します。
※詳しくはエコ工房ホームページ（http://eco-kobo.com）をご覧ください。
●申込み・問合せ　飯塚市リサイクルプラザ エコ工房　飯塚市吉北 118‐2（☎/Fax 0948‐22‐5679）

エコ工房　5月・6月環境教室案内
（募集人数や持参品、対象年齢等の詳細は下記までお問合せください。）

シェアデイ（第三金曜日は分け合う日）5 月 17 日 ( 金 )9 時～ 15 時　※詳細はお電話でお問合せください。

飯塚市の人口と世帯（前月比）
※住基と外国人の合計人口・世帯数

総人口
男
女

世帯数
5
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5月12日日
10時～11時
5月18日土
10時～15時
5月19日日
15時～18時
5月24日金
10時～正午
5月26日日
10時～正午
6月1日土

10時～正午
6月2日日･4日火

10時～正午
6月8日土

10時～11時
6月9日日

13時～正午

日　時

生ごみ処理器配布会

そば打ち教室
自然体験プログラム
おでかけ「いいねん！」
牛乳パックで石鹸作り
自然体験プログラム
おでかけ「いいねん！」
エコキャンドル作り

子ども服交換会

メダカの卵採集体験
自然体験プログラム
おでかけ「いいねん！」

教室名 内　容
生ごみ処理器で家庭ごみを削減！
※たい肥を作るものではありません。
手打ちそばを作りましょう。
※午前の部10時～12時、午後の部13時～15時

ソラ＋いいねん！（大将陣スタードーム）太陽観測＋いきものさがし

牛乳パックを利用して、廃食油から石鹸を作りましょう。

鹿毛馬神籠石付近でいきものさがしをしましょう。

廃ロウソクをリサイクルしてキャンドルを作りましょう。

サイズが合わない子ども服を交換しましょう。

メダカの卵を採集して稚魚から育てましょう。
※メダカの産卵状態で中止になる場合があります。

勝盛公園でいきものさがしをしましょう。

定員

10人
午前・午後

各12組
30人

10人

30人

10人

-

10人

30人

500円
1組

1600円
無料

200円

無料

200円

無料

100円

無料

参加費

5月8日水

5月11日土

5月17日金

5月21日火

5月24日金

5月28日火

当日可

6月1日土

6月7日金

申込期限

市民交流プラザ 5 月イベント あいタウン２階（☎0948-21-6711）
毎週水曜日休館

4日土
18日土

9日木

12日日

13日月

14日火

14日火
28日火

19日日

英語で楽しく話しませんか
／14時～16時
行政相談
／13時～15時
パソコンつなごう会（ゆうゆうコース）
／13時～16時
ペットボトルベジ
／13時～15時
パソコン・スマホ初級質問会
／10時半～12時半
遺言・相続等よろず相談
／10時～13時
パソコンつなごう会（スマ・タブ研修会）
／13時～16時

名称／時間日 内容／問合せ先

限られた時間内に自分の考えを英語で伝える練習をします。見学無料
／飯塚トーストマスターズ 荒川（☎090・6429・5379）

パソコンゆうゆうコース！
パソコンで画像入りの旅日記をいろいろと楽しもう！！パソコンは持参。
資料代500円／パソコンつなごう会　三上（☎0948・28・7860）
ペットボトルで大根を育ててみませんか？
太陽の光・水・良質の土。無農薬！無肥料！
／坂口（☎090・8622・8601）

行政に関する苦情、意見、要望などご相談ください。
／市民活動支援課（☎0948・22・5500 内線1437）

パソコン・スマホの初級者質問会。要予約。無料
／楽々ぱそこん　高松（☎090・4775・0395）

遺言・相続等の心配ごとや手続についての専門家による無料相談。
予約不要（先着順）
／飯塚市高齢者あんしんサポート 松岡（☎0948・26・0555）
シニアとミセスの為のスマホ・タブレット研修会！
スマホ・タブレットで仲間を作り楽しもう！！パソコン・スマホ・タブレットは持参。
資料代500円／パソコンつなごう会　三上（☎0948・28・7860）

7日火
19日日
22日水
27日月
31日金
8日水

16日木
23日木
31日金

4/30日火
13日月

3日金・㊗
14日火
22日水
31日金

3日金・㊗
27日月

9日木
21日火
24日金
30日木

6/2日日
12日日
20日月
26日日

6/3日月
２日木
15日水
7日火

18日土
26日日

6/4日火
6日月・㊗

29日水

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

チャリロト杯ミッドナイトオートレース
第2回鮨処のり助杯チャレンジカップ（ナイター）
チャリロト杯オーバーミッドナイトオートレース
スポニチ杯フルスロットルバトル
チャリロト杯オーバーミッドナイトオートレース
GⅠ開場記念ゴールデンレース
普通開催
浜松アーリーレース
普通開催
普通開催
普通開催
普通開催
普通開催（ナイター）
GⅡ川口記念（ナイター）
普通開催（ナイター）
普通開催（ナイター）
普通開催（ナイター）

飯　塚

浜　松　

山　陽

川　口

伊勢崎

124,429    　(-328)

59,398   (-165)
65,031   (-163)
63,865   (+32)

令和6年3月末現在



34

056

IIZUKA 2024.5 No.218

市内で行われたイベントや
活動などを掲載しています。

ながのばあちゃん
　「農山漁村女性活躍表彰特別賞」を受賞

　農山漁村で女性がいきいきと活躍できる環境づくりに努力され
てこられた個人や団体を表彰する「農山漁村女性活躍表彰」。この
たび、「ながのばあちゃん」こと、長野路代さん（93歳；筑穂地区
内野在住）が、「女性地域社会参画部門（個人）」の部で「特別賞（審
査委員特別賞）」を受賞され、3月12日に市役所で武井市長に受
賞報告を行いました。

スキー競技上位大会出場報告
　「茜ジュニアスキークラブ」に所属する末武快斗さん（嘉穂
高校1年）・末武みのりさん（穂波東小学校5年）兄妹、古江沙
帆さん（筑穂中学校3年）・古江穂乃花さん（内野小学校5年）
姉妹。4人は、1月から2月に行われたスキー競技の九州・全
国大会などの上位大会出場権を揃って獲得しました。
　2月28日に4人のジュニア選手がサンビレッジ茜の山本理事
長と共に武井市長を表敬訪問しました。

テコンドーの全国大会で
飯塚第一中の鶴翠王南さんが3位に輝きました

　テコンドー玄武會嘉飯山支部所属、飯塚第一中2年生の鶴翠王
南（つるみおな）さんが、「JOCジュニアオリンピックカップ第16
回全日本ジュニアテコンドー選手権大会」、「第8回全国少年少女
選抜テコンドー選手権大会」の2つの全国大会で3位となり、3月
19日に武井市長を表敬訪問しました。

幸袋小3年の竹本さんが空手の全国大会で優勝、
報告会が行われました

　成心會福岡支部に所属する竹本磨生（幸袋小学校3年）さん
が、2月11日に大阪府岸和田市で開催された「第1回 IBKA 
ALL Japan CHALLENGE CUP決勝大会」に出場、小学3年
生男子軽量（29キログラム未満）クラスで全国優勝しました。
3月8日に市役所で報告会が行われ、武井市長に喜びの報告を
行いました。

飯塚市内で撮影した風景写真を募集します。 パパが子どもの頃に
通った桜トンネル
影場所　
筑穂 うぐいす台
撮影日　
令和6年4月5日
撮影者　
大久保　彩晴
コメント　
とってもきれいな桜の
トンネルをパパが子ど
もの頃も通っていたな
んて不思議だな
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　　　　　　電子申請（右記QRコード）
または情報管理課

（誕生日の前月１日受付。
ただし、土・日・祝日は翌開庁日。
電話：8時半～9時まで　
電子申請：0時～9時まで）

申込み

5 月
山
下
　祢
緒
ち
ゃ
ん

や
ま
し
た
　
ね
お

立岩2日

受付時間内に申込みをいただいた方すべてを掲載します。
※応募の人数により写真などの大きさが変更となる場合があります。
ご了承ください。

初めてのお誕生日おめでとう！元気に大きく
なって、たくさんおもちゃで遊ぼうね！

東
　芽
郁

ち
ゃ
ん

ひ
が
し
　
め
い

綱分10日

お誕生日おめでとう！これからも一緒に楽し
いことたくさんしようね♪

瀧
本
　蒼

ち
ゃ
ん

た
き
も
と 

あ
お

大分23日

7番目末っ子のあおちゃん。兄弟仲良く元気
に育ってね。

髙
島
　光
莉
ち
ゃ
ん

た
か
し
ま
　
ひ
か
り

秋松22日

お誕生日おめでとう♡光莉が笑うとパパはメ
ロメロだよ♡兄達と逞しく元気に育ってね♡

松
浦 

世
莉
奈
ち
ゃ
ん

ま
つ
う
ら 

せ
り
な

下三緒29日

初めてのお誕生日おめでとう！お兄ちゃんと仲
良く大きくなってね！だいすきだよ！

古
巣
　楓
佳
ち
ゃ
ん

ふ
る
す
　
ふ
う
か

伊岐須30日

わが家のアイドルふうかちゃん♪大好きなにぃ
にたちと仲良く、優しい子に育ってね♡

矢
野
　心
博
ち
ゃ
ん

や
の
　
こ
は
く

太郎丸29日

1歳のお誕生日おめでとう♡いつも癒しをあり
がとう！大好きだよ♡♡

西
田
　綴

ち
ゃ
ん

に
し
だ
　
つ
づ
る

小正31日

つづるくんお誕生日おめでとう！いつもみんな
を笑顔にしてくれてありがとう♪大好きだよ♡

各ライオンズクラブから入学お祝い品をいただきました
　飯塚ライオンズクラブ、飯塚竜王ライオンズクラブ、筑穂ライオ
ンズクラブ、穂波ライオンズクラブから、今春、小学校に入学する「新
1年生」へ、連絡帳入れ、防犯ブザー、黄色帽子などのプレゼント
が今年も贈られることとなり、3月12日に贈呈式が市役所で行われ
ました。
　今年も地域の新1年生のためにありがとうございます。

飯塚地区交通安全協会から市内の新1年生へ
ランドセルカバー・旗をいただきました

　飯塚地区交通安全協会から、今春市内の小学校に入学する「新1年
生」（約1,000名）にランドセルカバー、各小学校に交通誘導旗・横
断旗（それぞれ約200枚）を今年も寄贈いただきました。
　3月12日に同協会の野上会長、清水事務局長が来庁され物品贈呈
式が市役所で行われました。

情報発信係（☎内線1674）まで電話で
お申込みください。



■三菱エコキュート ３７０Ｌ

40.7万円（税込）

（税込）※工事費はエコキュートからエコ
　キュートに取替をした場合です

★搬入・設備工事・電気工事・既設撤去処分全て含む

まずはお気
軽に

お電話を
!!

メーカー希望小売価格
1,301,850 円（税込）

■営業所 / 直方・福岡・北九州・唐津　　☎０９４８－２２－２１１９
   龍王ガス株式会社

フルオート ＳＲＴ－Ｓ３７6Ａ
浴室・台所リモコン・脚部カバー付

取替えまで
ガス給湯器で
対応します !

故障
しても

工事費
目安 7.7～9.9万円
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